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N e w s l e t t e r
September 2010

Newsletter Volume 3

1 News letter

　2010年4月1日より須田義大教授が先進モビリティ研究セン
ター長に就任しました。これは前年のセンター発足時からセン
ター長を務めていた桑原雅夫教授が東北大学大学院へ異動し
たことによるものです。須田センター長は、センターの前身である
「先進モビリティ連携研究センター（ITSセンター）」（池内克史
センター長）での活動と桑原前センター長による活動精神を引
き継ぎ、大学の本務である研究と教育を推進するとともに、社会
への還元を精力的に進めていくことを掲げ、新たな職責を担うこ
とになりました。

　須田センター長は車両制御動力学を専門分野とし、自動車、
ITS、鉄道、パーソナルモビリティビークル（PMV）、省エネ小型
都市交通システム、工学的見地に基づく快適性評価をはじめ、
幅広くかつ精力的に研究に取り組んでいます。
　須田センター長は1987年に東京大学大学院工学系研究
科産業機械工学専攻博士課程を修了し、同年4月の法政大学
着任後、法政大学助教授、カナダ・クイーンズ大学客員助教
授、東京大学生産技術研究所助教授、同所教授を経て、
2000年に東京大学国際・産学共同研究センターの教授に就
任しました。また2003年度から6年間にわたって進められた同セ
ンターの産学連携の共同研究プロジェクト「サスティナブルITS
プロジェクト」を立ち上げたメンバーの一人であり、このプロジェ
クトの流れを汲む現センターの礎を築いた功績は偉大なものが
あります。2006年4月からは東京大学大学院情報学環教授を
兼担し、2007年4月からは生産技術研究所千葉実験所長を兼

務しています。千葉実験所ではLRT（次世代路面電車）、
PMV、省エネ小型都市交通システムをはじめとする次世代交通
システムの実験・検証フィールドを構築しており、実験所長として
千葉実験所を有効に活用した生産技術研究所全体での研究
の展開に尽力しています。また大学での研究活動のみならず、
日本機械学会交通・物流部門の部門長をはじめ、自動車技術
会理事、ITS Japan理事を務めるなど学会・団体での活動も積
極的に行っているほか、省庁及び地方自治体の各種委員会の
委員長等を歴任しており、多岐にわたり活躍しています。

　一方、前センター長の桑原教授は東北大学大学院情報科
学研究科人間社会情報科学専攻に着任しました。交通工学が
専門の桑原教授は、1985年に東京大学工学部土木工学科
助手として着任し、2010年に同大学生産技術研究所教授とし
て退職するまでの25年間、多くの優秀な人材の育成、数多くの
研究成果の発表、様々な国家委員会への参加、国内・海外の
学会活動など、学者として、また教育者として大きな功績を残し
ました。また、前身の連携センターの設立メンバー、更に連携セ
ンターが東京大学の正式な研究センターに昇格した際の初代
センター長を務め、センターの発展と日本におけるITSの展開に
大きく貢献しました。桑原教授の東北大学への異動により、東
北地方における交通工学とITSの更なる展開が期待されます。
当面は東京大学生産技術研究所教授を兼任し、センターの中
心的なメンバーとして引き続き活躍しています。

センター長交代

前列左より、桑原雅夫前センター長、須田義大新センター長
後列左より、池内克史教授、田中敏久客員教授、牧野浩志准教授、鈴木高宏客員准教授
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2News letter

○第1部会

○第2部会
○第3部会
○第4部会
○第5部会
○第6部会

（部会長：牧野 浩志 准教授）

（部会長：堀 洋一 　教授）
（部会長：大和 裕幸 教授）
（部会長：須田 義大 教授）
（部会長：桑原 雅夫 教授）
（部会長：池内 克史 教授）

次世代ICT（次世代DSRCサービス等）活用による利便性・安全性向上
の研究開発・実用化
次世代車両の研究開発・実用化
次世代公共交通システムの研究開発・実用化
次世代モビリティの可能性の検討・検証
プローブ情報を核としたITS基盤情報システムの研究開発
魅力あるまちづくり「柏の葉将来都市像」検討

トピック

鈴木准教授が長崎県政策監着任、長崎EV&ITSの活動加速へ
2010年4月、長崎県にEVプロジェクト推進室が設置され、当センターの鈴木高宏

准教授がEV&ITS推進担当政策監に着任しました（当センターにおいては、客員准教
授として引き続き活動を行う）。長崎県五島地域には、産官学連携の協議会「長崎
EV&ITS(エビッツ)コンソーシアム」により、ITS車載器を搭載したEV（電気自動車）
100台とPHV（プラグインハイブリッド車）2台と、急速充電器8箇所15基が導入されて
います。7月にはこのEV・PHVを集結させたイベントを実施し、国内外へ広く情報発信を
行うとともに、併せて地元の住民と関係者を交えた記念シンポジウムを開催し、EVのあ
る島の未来について活発かつ有意義な議論を交わしました。今秋9月にベルリンにて
開催された日独環境フォーラムにおける紹介に続き、10月に開催されるITS世界会議
（プサン大会）においても、スペシャルセッション、ブース展示、テクニカルツアーによっ
て、世界へ向けて発信される予定です。2010年度においては、さらにEV・PHV、充電
設備の拡充を進めるとともに、ITSスポットの整備や統合観光情報プラットフォームの
構築など、未来型ドライブ観光モデルの構築を進めるとともに、EVとITSによるエコアイ
ランド構想の実現を、2013年のITS世界会議in東京に向けて加速していきます。

首都高大橋JCTの高精細三次元モデルを構築
当センターでは、2010年3月に供用を開始した首都高速

道路大橋ジャンクションの形状を計測し、三次元モデルを構
築しました。大橋ジャンクションはトンネルによる二重ループ
を主体とした複雑な構造物ですが、GPS等を一切用いるこ
となく高精細なモデルが得られる点が特長です。当センター
の池内研究室では、これまでにも大規模文化遺産のデジタ
ル保存などを目的として実物体の計測・三次元モデリング技
術を培っており、今回もこの技術を応用しました。供用開始
前の3月16日には首都高速道路株式会社のご協力を得
て、民間共同研究（東大ITSセンター、朝日航洋株式会社、
アジア航測株式会社、株式会社トヨタマップマスター、株式
会社デンソー）により開発したITS計測車両にレーザ計測機
を積載して、坑内を5mmの精度（カタログ値）により計測しま
した。その後、計測結果を精密な幾何形状分析より最適に繋ぎ合わせることで
広大な三次元モデルを構築しています。図のようなモデルが得られるまでに要し
た計測・処理時間はおよそ半日です。今後は更に自動化を進めるほか、運転シ
ミュレーションのシナリオ作成や、自動運転のためのマップ構築へ向けて活用を
進めています。
また、当センターの坂本研究室と千葉工業大学の橘教授（東京大学名誉教
授）らがセンター設立前の2003年から取り組んできたトンネル内の拡声放送シ
ステムも実用化の最終確認が行われ、非常時の案内放送が明瞭に聞こえる技
術が導入されました。

柏ITS協議会推進協議会、第一回総会が開かれる
　2010年2月に発足した「柏ITS推進協議会（会長：当センター池内克史教授）」の第一回総会が、
千葉大学柏の葉キャンパス・シーズホールにおいて、7月１日に開催されました。出席会員45名の同意を
得て、下記6部会の活動を正式に始動しました。

←東名

新宿→

都心→3

C2

3

首都高速道路大橋ジャンクションの三次元モデリング結果

計測車両とレーザ計測機 時間遅延技術が導入された放送システム
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3 News letter

先進モビリティの更なる発展
車両のダイナミクスと制御
ITSのための都市空間センシングと提示 ほか
快適な道路交通社会の実現に向けて ほか
モビリティの制御と信号処理
空間知能化とロボティクス
音場の計測と制御

財団法人生産技術研究奨励会が主催する特別研究会には「ITSに関する研究懇談会」に代表される当センターの企画がいくつかありますが、そ
のうちの一つである「ITSの国際展開に関する特別研究会」が2010年度より新たにスタートしました。 
ITSの国際展開に関する特別研究会は「日本の最先端

ITS技術を世界の交通・都市・環境問題解決のためにどの
ように使えるのか、その展開の方向について議論する場」
として企画され、当センターの牧野浩志准教授、上條俊介
准教授、中野公彦准教授、田中伸治講師、平沢隆之助教
が代表幹事を務めています。
去る5月14日に行われた第一回目の研究会では、慶應

義塾大学名誉教授の川嶋弘尚氏と国土交通省道路局
ITS推進室長の大庭孝之氏が講演し、その後に設けられ
た「ITS国際展開の現状と課題について」と題した意見交
換の場では参加者と講師からの意見が多く聞かれました。
写真からも分かるように、当日は多くの参加者で活況を呈
し、日本のITSの現状及び将来動向や諸外国の都市・交
通問題を解決するための日本のITSの活用について関心
の高いことがうかがえます。
ITSの国際展開に関する特別研究会は年6回程度の

研究会を開催予定です。詳しくは当センターホームページ
（http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp/）をご覧ください。

国際展開に関する特別研究会

生研公開
東京大学生産技術研究所は6月3日～5日の3日間、

オープンキャンパス（生研公開）を開催しました。生研公開
は本所の高い研究成果や活発な活動内容を所外の方々
に公開・広報し、特に民間企業には新たなビジネスチャンス
に結びつける機会の提供を通じて社会に貢献する重要な
年次行事です。今年度は実写映像と自動車のカットボディ
を組み合わせた新しいドライビングシミュレータを初めて公開
しました。マスコミや招待者のみを対象とする初日の内覧会
では警察庁、総務省等が当センターを訪問し、設立目的お
よび研究内容について理解を深め、センターメンバーと議
論を行う貴重な機会となりました。

ITS基礎コース
今年度4月から、東京大学大学院学際情報学府では「先進モビリティ基礎I」という新しい講義が始まりました。本講義は、交通工学、車両・制御工

学、情報・通信工学、ユーザー工学で構成され、通常は異なる専攻でしか学ぶことのできないこれらの領域の基礎を横断的に学ぶことで、学際的な視
点とともに最先端のITSを理解するための能力を身につけることを目標として当センターの教員が担当するものです。このような教育活動を通じ、セン
ター設立目的の1つである人材育成に貢献しています。

公開題目

共 　 通
須 田 研
池 内 研
桑原・田中研
中 野 研
橋 本 研
坂 本 研
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協力メンバー研究室紹介

4News letter SU1010-010 

大沢研究室（埼玉大学大学院理工学研究科）

　当研究室では、車や人・物の動きに関する研究を、データベース的
な側面から研究しています。現在の具体的なテーマは、車両の動きを
大規模にモニタリングする研究と、LBS(location based service)に
関する研究です。更に、モニタリングされた車両などの移動を対象にし
たデータマイニングの研究を行っています。まず、車両位置のモニタリ
ングを精度高く行おうとすると、車両位置をサーバに頻度高く通知する
必要があります。そのために多くの通信が発生し、1台のサーバ当たり
管理できる車両の数を多くできません。この通信量を削減するために、
車両位置の予測方式が重要になります。すなわち、予測から外れたと
き、通信により移動を修正する方式です。当研究室では、車両の移動
履歴を基に、車両位置を予測することにより、大規模なモニタリングを

ITSセンター施設見学受入れ情報（H22.4～9）

ADVANCED MOBILITY RESEARCH CENTER (ITS Center)
Institute of Industrial Science,The University of Tokyo

Contactお問い合わせ

東京大学生産技術研究所
先進モビリティ研究センター（ITSセンター）

検索東大ＩＴＳ

For Yamate-dori
Avenue

可能にする方式について研究しています。次に、LBSに関しては、多様
で効率よい旅行計画に関する研究を始め、各種探索アルゴリズムを
研究しています。例えば、OSR(optimal sequenced route)という
探索があります。これは例えば、銀行、レストラン、映画館をこの順番で
訪れたいとの問い合わせがあり、多数存在するそれらの施設の中から
指定された順番で訪れる、コスト（距離や時間）最少の移動経路を答え
ます。それらの探査法について高速なアルゴリズムを提案しています。

Bank Restaurant Move Theater

current

position

destination

Frequent Travel Path

M ap m atch ing

pos itiona l

correction data

pos ition pred ic tion

M oving O bjects S erver

LBS

日時

2010/05/17

見学者所属機関名

三菱自動車工業株式会社

見学代表者氏名

常務取締役

2010/06/03

警察庁 交通局交通規制課 交通管制技術室 室　　　長

総務省 総合通信基盤局 電波部 移動通信課 国 際 係 長

富士通株式会社 主 席 部 長

三菱プレシジョン株式会社 代表取締役

株式会社デンソー 常 務 役 員

相川 哲郎 氏　他
彦坂 正人 氏　他
大塚 恵理 氏
岩本 幸男 氏　他
北山 忠善 氏　他
岩田 悟志 氏　他

日時

2010/07/09

2010/07/22

2010/08/20

2010/08/27

見学者所属機関名

）国中（ 学大南東

見学代表者氏名

Prof. 

カリフォルニア大学 バークレー校 (アメリカ) Prof. 

The International Conference on Motion 
and Vibration  Control (MOVIC 2010)
財団法人日本立地センター
産学連携コーディネート力育成研修

Zhang Youg　他

Wei-Bin Zhang

研究室見学（団体）

研究室見学（団体）

2010/09/03 INRIA/IMARA (フランス) Prof. Michel Parent　他

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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N e w s l e t t e r
March 2011

Newsletter Volume 4

1 News letter

　ITSセンターは、国内外の大学・機関との間で、研究者・学生
の相互訪問、関連施設の相互使用、共同研究の企画・推進、
会議・シンポジウムの共同開催、関連する情報の相互交換など
を定めた研究協力協定（MOU）を締結し、ITS研究における国
際・国内連携を強化しています。2010年度には、新たに東北大
学、愛知県立大学、宮城大学、韓国・KA IST（Ko r e a n 
Advanced Institute of Science and Technology）、中国・
同済大学とMOUを締結しました。2011年1月11日、東北大学
とのMOU署名式には東北大学工学研究科長の内山勝教授を
はじめ多数の方にご参加いただき、盛大に行われました。前セン
ター長の桑原雅夫教授の本務先でもある東北大学と宮城大学

とのMOU締結により、東北地方におけるITSの更なる普及・展
開が大きく期待されます。なお、2010年度にMOU有効期限が
切れた高知工科大学、スイス・連邦工科大学ローザンヌ校
（EPFL）、米国・カリフォルニア大学バークレー校（California 
PATH）、オランダ・デルフト工科大学（TU Delft）、韓国・ソウル
市立大学校とは、これからも連携していくことに合意し、5年間
（または2年間）のMOUを更新しました。須田義大センター長は、
ITS技術の国際展開が日本経済にとっても重要であるといわれ
ている現在、国内だけでなく国外の有力な研究機関とMOUを締
結していることは意義の高いことであると述べています。現在、
ITSセンターは国内外17大学・機関とMOUを締結しています。

MOU締結で国際・国内連携を強化するITSセンター

このたびの東北関東大震災により被災された多くの方々に対し、心よりお見舞い申し上げます。
被災された方々におかれましては、一時も早く、復興されることを祈念しております。ITSセンターは
今後は防災にも焦点を当て、少しでも復興に協力できるような活動を行っていきます。

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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2News letter

　観光活性化のための映像処理技術と移動支援に取り組む池内研究室*では、2010年9月、
平城遷都1300年記念祭において「最先端映像技術 MRでよみがえる平城宮」と題した実証実
験デモを行いました。現在は跡地となっている平城宮ですが、同研究室が開発を進めてきた技術
により、ゴーグルや大型モニタを通じて、CGで復元した平城宮や官人、出来事などを現在の風景
に重ね合わせて、往時の様子を体験することができるものです。
　特に今回は、場内を走る新交通システム（トラム）にゴーグル型の表示システムを展開したこと
が特長です。左右2カ所設置した全方位カメラの映像が客席の各端末に同時配信されるととも
に往時の様子が重ね合わされ、乗客は移動しながらゴーグル越しに好きな方を見てタイムスリップ
を味わうことが出来ます。多人数で体験できるため、観光バスなどへの適用が考えられます。
　また、実験の様子の一部は、インターネット回線を通じて「ITSセミナー in 沖縄」（上段参照）の
会場へ中継されました。

　地域の協力のもと主催する「東大ITSセミナーシリーズ」が、2010年度は4カ所で開催され、
前身センター時代から通算して13回を数えました。同年7月には東北新幹線開通を目前に控え
た青森、9月には離島特有の課題を抱えた沖縄で、また2011年1月には毎月の特別研究会の
同時中継先である愛知、そして2月には鈴木客員准教授が赴任しEV&ITSプロジェクトを推進
している長崎で開催されました。特に長崎では、東京大学生産技術研究所の野城所長が講演
を行い、長崎大学石松教授を会長とする長崎ITS推進研究会の設立も発表されました。いずれ
の回も幅広く聴講者が集まり、地域特性や課題に対し活発な議論が行われました。

トピック

千葉実験所公開2010にてITSセンターの取り組みを紹介
　2010年11月12日（金）に東京大学生産技術研究所千葉実験所公開が開催されました。千葉実験所の一
般公開は毎年この時期に行われ、実験所の広大な敷地を活かした研究や実験施設などを見学できることから、
今回は前年を上回る約750名が訪れました。ITSセンターでは専任メンバーの研究室の研究紹介や計測実験
車両などを展示したほか、ITS実験用交通信号機において日本では珍しい青点滅表示（対向車側が赤信号表
示であることを知らせて右折を即座に促す表示）のデモンストレーション、ジェットコースターの技術を応用した省
エネ型都市交通システム「エコライド」の試験車両走行のデモンストレーションなどを行いました。

2010年度「社会人のためのITS専門講座」を開催

ITSセミナー in 青森、沖縄、愛知、長崎

　ITSセンターの主催で2010年度「社会人のためのITS専門講座」を2011年2月1日（火）に駒場リサーチキャ
ンパスの生産技術研究所において開催しました。
　本講座は前身の旧先進モビリティ連携研究センター及び本学旧国際・産学共同研究センターで2003年度
から進められてきた産学官連携プロジェクト「サステイナブルITSプロジェクト」における成果を広く展開すること
と、ITSの技術開発及び事業化と地域展開に必要な人材を育成することを目的に、主に企業の技術者、地方自
治体の担当者や政策立案者、大学の研究者などを対象に毎年開催しています。本学の研究センターとして昇格
した後も研究成果の展開と人材育成をITS分野における社会貢献と考え、今年度も開催の運びとなりました。今
回はITSセンターの研究成果の報告と近年関心が高まっている電気自動車に関する講演を中心に構成し、昼休
みの時間帯を利用して研究室見学も行いました。

平城遷都1300年祭にてスマートツーリズム実験を実施

ITSシンポジウム2010 報告
　2010年12月10、11日、第9回ITSシンポジウムが京都大学吉田キャンパスにて開催されました。「歴史と伝統の街・京都から考えるITS」をテーマとした
今回は論文数が過去最大の109件、参加者数330名となり、ITS関連の最新情報・技術に関する幅広い討論が行われました。シンポジウムは大きく企画
セッションと対話セッションに分けられ、企画セッションでは須田センター長がモデレータを務めた「新エネルギー・省エネルギーに関わるITS」など４つのセッ
ションでディスカッションが行われました。対話セッションでは、当センターのコアメンバー研究室より31件、学内連携メンバー研究室より3件の発表を行い、
池内研究室の小野氏らによる「車載カメラ映像の時空間マッチングを利用した自車位置推定」がベストポスター賞学術部門を、同博士課程の韓氏らによ
る「視知覚情報にもとづく道路シークエンスデザインによる走行制御効果の検証」が同賞技術部門を受賞しました。2011年のITSシンポジウムは東京大
学で開催される予定です。

*主催：(社)平城遷都1300年記念事業協会、東京大学生産技術研究所
 協力：奈良文化財研究所、奈良先端科学技術大学院大学横矢研究室、奈良女子大学城研究室、凸版印刷(株)、(株)アスカラボ

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 

 
18



3 News letter

　2010年10月25日から29日まで、第17回ITS世界会議が韓国・釜山のBEXCOにて開催されました。ITS世界会議は世界各国のITSに
関わる大学・企業の研究者・技術者が一堂に会し、最新の研究成果の発表や施策に関する議論を行うと共に最先端技術を展示する場とし
て、毎年秋に開催されています。
　当センターからは、Scientific Session3件、Technical Session4件、Interactive Session2件の講演発表の他、Special Session 
”Energy ITS”では桑原兼任教授がModeratorを、”GOTO EV & ITS Island Driving Tours of the Future”では鈴木客員准教授が
Moderatorを、池内教授がプログラム委員会の共同議長を務める、などの貢献を果たしています。

17th ITS World Congress in Busan

G空間EXPOと第2回国際自動車通信技術展でITSセンターの取り組みを紹介
　2010年9月19～21日にパシフィコ横浜にて開催されましたG空間EXPOにおいて、ITSセンターとしてブースを
出展し、取り組みとその成果を紹介しました。また、簡易型のドライビングシミュレータが体験できるコーナーも設け、
開催期間中が連休だったこともあり家族連れが多く、幅広い年齢層に東大ITSセンターの取り組みなどを周知
いただきました。
　続けて、2010年12月1～3日に幕張メッセにて第2回国際自動車通信技術展が行われ、ITSセンターとして
出展をいたしました。来場者は専門家が多く、意見交換などが活発に行われました。

柏ＩＴＳセミナー  ～便利で快適な移動がはじまるよ～
（平成２３年２月４日）が開催される！

　平成２３年２月４日、行政機関や大学、民間企業、ＮＰＯ等４８団体が参加している「柏ＩＴＳ推進協議会」におい
て、「柏ＩＴＳセミナー～便利で快適な移動がはじまるよ～」が開催され、１５１名の参加者を集め、１年間の研究成果
と今後の方針を披露しました。
　千葉県柏市は、平成２１年に社会還元加速プロジェクト「情報通信技術を用いた安全で効率的な道路交通シ
ステムの実現」で、青森市、横浜市、豊田市とともに「ＩＴＳ実証実験モデル都市」に選ばれました。平成２５年度末
までの期間で、地域ごとの課題解決に向けた様々な実験に取組んでいます。　
　同市は都心から約３０ｋｍに位置するベッドタウンで、国道6号と16号が中心部で交差する交通の要衝です。中
心市街地は商圏人口２３０万人を持つが慢性的な交通渋滞が課題となっているほか、全世帯の約８５％が単身世
帯か核家族世帯であり全国平均よりも早いスピードで少子高齢化が進んでいるなど、新たな問題を抱えています。
　このような課題解決に向け、柏の葉地域において、ＩＣＴ等を活用し、自動車交通・公共交通機関・パーソナルモ
ビリティが相互に連携・補完する“モーダルミックス”、ＣＯ２排出量や消費エネルギーの削減等を目指す“サスティナ
ブルな交通移動”を実現するための取組、“次世代モビリティ”の可能性の検討・検証を行うことで、環境に配慮した
次世代型環境都市の実現を目指します。

長崎EV&ITSプロジェクト最新状況
　長崎・五島列島に100台余りのEV・PHVを導入し、観光ITSによる未
来型ドライブ観光モデル構築に取り組んでいる本プロジェクトでは、昨年2
月の導入以来、1年足らずの間に累積約6千台のレンタカー貸出と約1万
3千人の体験人数という実績を積み、貴重な走行データの蓄積と同時
に、EVの力強い走りに95％以上が「また乗りたい」「購入したい」と回答
するなど、EV社会の到来は思っているよりずっと近いと実感しています。
一方で、充電環境の充実とその情報提供が最大の課題ですが、そのため
本プロジェクトでは、複数の車メーカの同意も得ながら、電池残量など
CANからの車両情報をITS車載器へ提供する枠組を整理するなど、EVを
支えるエネルギーと情報のネットワークの標準化に一歩前進したところで
す。現在、そうした標準化案に基づくEVやITS車載器、および充電器や
ITSスポット等の整備拡充のほか、地域での充電環境、観光情報を集約
する地域データセンター「長崎県統合観光情報プラットフォーム」の整備
を進めており、今夏にはさらに進んだ未来型ドライブ観光サービスが開始
される予定です。

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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4News letter

RC-66 駐車場ITS研究会

研究会

　概ね月一回、産官学の多方面からITSに造詣の深い方々を講師
としてお招きし、研究懇談会を開催しています。すでに64回の開催
を数え、この間、産業界より22名、行政より28名、学術界より28
名、海外より6名の方々からご講演を頂いております。センターが掲
げるVision「健康で楽しい社会」にITSがどのように貢献できるかを
テーマに、ITS関連の技術開発動向や政策などに関する最新の話
題提供をして頂いています。
　開催時間は、原則として平日19時～1時間半程度とし、また、遠
隔会議システムを利用して愛知県立大学への同時中継を行って
います。首都圏だけでなく多くの中部圏の方々にも、ご参加頂いて
おります。

RC-68 次世代モビリティ研究会

特別研究会のご案内
当センターでは、およそ月に1回の割合で産官学の各方面から講師
をお招きして ITSに関する技術動向・展開・施策等の課題や対応
について話題をご提供頂くとともに、忌憚なく自由な意見交換を
行う特別研究会「ITSに関する研究懇談会」(RC-24)を開催して
います。ぜひお申し込みをご検討ください。詳しくはWebページ
(http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp)をご覧ください。

RC-59 オーガニックビークル
ダイナミクス研究会

　本研究会は参加企業の個別ニーズに合わせて会合を実施しており、
本年度も多い企業では、個別に４回の会合を開催しました。研究会では
情報収集のみではなく、参加企業の事情に合わせた実験の計画、将来
の研究の方向性の検討などの活動を行いました。

　10年度は、霞が関付近にて、会合を3回開催しました。パーソナル
モビリティビークルの試作と環境・高齢社会への適応性、移動制約
者のためのPMV開発、また柏協議会などに関することを議題にして
おります。来年度以降は、柏市や、つくば市において、フィールド試験
を行うことを視野に入れた活動を行っていく予定です。

RC-72 ITSの国際展開に関する
特別研究会の報告

　ITSの国際展開に関する特別研究会では「最先端ITS技術を世界の
交通・都市・環境問題解決のためにどのように使えるのか？」というテーマ
で、国際協力、ITS、道路建設、コンサルタントなどに携わる実務の方々に
参加してもらい議論を行っています。
　今年度から検討を始めた新しい研究会です。2ヶ月に一回の研究会で
は、世界で活躍する専門家の方、2名から話題を提供してもらい、参加者
全員で議論を行うことで、日本のITSの現状や将来動向を把握し、諸外
国の都市・交通問題について理解を深め、世界の国際標準化の動向、
ODAの動向などを理解しつつ、ITSの国際展開で何をしなければならな
いかについて整理を行い、実践をしていくことを目指しています。
　参加者からは、「ITSの海外での展開に必要な情報が総合的・横断的
に集まる場として非常に重要である」「海外の最前線でがんばっている
専門家が使えるわかりやすいテキストが必要である」「新興国の技術者
へ技術を教える機会が必要」などの意見もありました。来年度も引き続き
研究会を行う予定であり、多くの関係者に参加頂ければ幸いです。

　「駐車場ITSに関する特別研究会」（RC-66）では、これまで走行支
援に重点が置かれてきたITSの新たな活用の場を開拓することを目指
して、民間企業・研究機関の方々とともに、駐車場および駐車行動に
関わるITSの研究開発を検討しています。平成22年度は3回の研究
会を実施し、無人走行・自動走行技術の駐車場への適用可能性とい
った、幅広い視点からの話題提供とディスカッションを行いました。また、
これまでの議論を元に駐車場ITSの概念をとりまとめ、第9回ITSシンポ
ジウム2010において発表しました。

RC-24 ITSに関する研究懇談会

本会場（東大ITSセンター）

このほかの研究会へのご参加も募集中です。
RC-59 オーガニック・ビークルダイナミクス研究会
RC-66 駐車場ITSに関する特別研究会
RC-68 次世代モビリティに関する研究会
RC-71 観光ITS に関する研究懇談会
RC-72 ITSの国際展開に関する特別研究会

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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5 News letter

刊行月題 　目

論 文 誌
著　者 誌　名　等

2010.4
Omnidirectional Texturing based on Robust 3D Registration
through Euclidean Reconstruction from Two Spherical Images A. Banno, K Ikeuchi Computer Vision and Image Understanding, 

Vol. 114, No. 4, pp. 491-499

2010.4Human-Observation-Based Extraction of Path Patterns
for Mobile Robot Navigation Takeshi Sasaki, Drazen Brscic, Hideki Hashimoto IEEE Transactions on Industrial Electronics

2010.5Image-Based Ego-Motion Estimation Using
On-Vehicle Omnidirectional Camera R. Matsuhisa, S. Ono, H. Kawasaki, A. Banno, K. Ikeuchi International Journal of ITS Research, vol. 8, no. 2, pp. 106-117

2010.5独立成分分析法を用いた車両振動の解析 中村弘毅，中野公彦 日本機械学会論文集（C編）76巻765号，1163ー1170.

2010.5車載用フライホイールを用いた鉄道車両の車体傾斜制御 須田義大、安藤孝幸、中野公彦、高畑良一、久保厚 日本機械学会論文集（C編）76巻765号，1124ー1129. 

2010.6在来線鉄道騒音の音源特性のモデル化 小林知尋、横山 栄、矢野博夫、橘 秀樹 日本音響学会誌66巻6号, pp.257-264, 2010

2010.8
Driver Risk Percep-tion and Physiological State During
Car-Following Experiments Using a Driving Simulator,

Hiroki Nakmura, Shigeyuki Yamabe, Kimihiko Nakano, 
Daisuke Yamaguchi, Yoshihiro Suda

International Journal of Intelligence Transportation Systems
Research、pp. 140-150.

パーソナルスペースを用いたパーソナルモビリティ・ビークルと
歩行者の新和性評価実験 中川智皓、中野公彦、古賀誉章、須田義大、川原崎由博、小坂雄介 2010.10

回転シートによる快適性向上の提案 竹原昭一郎、須田義大、山口大助

日本機械学会論文集(C編)76巻770号 pp.141-147

歩行空間におけるパーソナルモビリティ・ビーグルの安全性と安心感 中川智皓，中野公彦，須田義大，川原崎由博，小坂雄介 2010.7自動車技術会論文集，41巻4号，941-946

鉄道車両の乗り上がり脱線予兆検知に関する研究 洪介仁、須田義大、王文軍、森川真人、山下高賢、川鍋哲也、国見敬 2010.7日本機械学会論文集C編、76巻、767号、1669-1674

つくばチャレンジのねらいと成果 油田信一，水川真，橋本秀紀 2010.9計測と制御

2010.11自動車技術会論文集Vol.41,No.6 pp1439-1444

題 　目 著 者・発 表者 講 演会 名等 開催地発表月

会 議・研 究 会 等

2010.5 Budapest HungaryEstimation of  Road Information from Running Vehicle Shigeyuki YAMABE, Ryuzo HAYASHI,Kimihiko NAKANO,
Yoshihiro SUDA

FISITA World Automotive Congress
F2010-C-151

2010.5 Lappeenranta FinlandWheel/Rail Contact Dynamics of Turnout Negotiations in
the Analysis of Multibody Railroad Vehicle Systems

Hiroyuki Sugiyama, Ryosuke Matsumura, Shunpei Yamashita,
Yoshihiro Suda

The 1st Joint International Conference on
Multibody System Dynamics, pp.158-159

2010.6 Lisbon, Portugal2.5-dimensional finite-difference time-domain analysis
and its application to road traffic noise problems S. Sakamoto, R. Otani proc. of inter-noise 2010, paper-id 770 

2010.6 Lisbon, PortugalSubjective experiment on acoustical environment in a heavy truck S. Yokoyama, H. Yano, H. Tachibana proc. of inter-noise 2010, paper-id 782 

2010.7 Lisbon, PortugalEvaluation Method of Dynamic Channelization Strategy
for Merging Sections Sungjoon Hong, Shinji Tanaka, and Masao Kuwahara The 12th World Conference

on Transport Research

2010.7 Lisbon, PortugalAssessment of Traffic Detection in a Highway Network Tian Jiang, Marc Miska, Masao Kuwahara, and Shinji Tanaka The 12th World Conference
on Transport Research

2010.7 Lisbon, Portugal

Lisbon, Portugal

Online Platform for Sustainable Traffic Data Storage Marc MISKA, Masao KUWAHARA, and Shinji TANAKA The 12th World Conference
on Transport Research

2010.7Simulating Motorbike Dominated Traffic Hoang Thuy Linh, Marc MISKA, Masao KUWAHARA,
and Shinji TANAKA 

The 12th World Conference
on Transport Research

2010.7 Lisbon, PortugalMicroscopic Pedestrian Simulation Considering Heterogeneity Mami MATSUMOTO, Marc MISKA, Masao KUWAHARA,
Shinji TANAKA

The 12th World Conference
on Transport Research

2010.7 Lisbon, PortugalPerformance Evaluation of Adaptive Group-based Signa
Control through a Field Test in Japan Tang, K., Kang, N., and Nakamura, H The 12th World Conference

on Transport Research

2010.7 Takayama, JapanDetector Placement Optimization Based on DTA
and Empirical Data Tian Jiang, Marc Miska, and Masao Kuwahara The Third International Symposium

on Dynamic Traffic Assignment

2010.7 釧路市観光国際交流センター時空間特徴を用いた車載カメラ映像マッチング 小野晋太郎，松久亮太，川崎洋，池内克史 画像の認識・理解シンポジウム

2010.7 釧路市観光
国際交流センター栗林宏輔，小野晋太郎，川崎洋，池内克史 画像の認識・理解シンポジウム平面群構造を利用した移動カメラ映像からの前景物と

テクスチャ面の自動分離

2010.8 Kunming, ChinaRui Wang, Ryota Horiguchi, Shinji Tanaka,
and Masao Kuwahara

The 7th International Conference on
Traffic and Transportation Studies

An Analitical Method for Intersection Enterning
Traffic Flow Estimation

2010.8 Kyoto, JapanChihiro Nakagawa, Kimihiko Nakano, Yoshihiro Suda
and Yuki Hirayama

The 5th Asian Conference on Multibody
Dynamics (ACMD2010)  at Tyoto 58072

Stability of the Two-wheeled Inverted Pendulum Vehicle
Moved by Human Pedaling
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2010.11 Busan, Korea
Transmitter Design of Human Position Estimation System

Using Electric Field Resonance Coupling S. Ajisaka,｠S. Nakamura, R. Koma, H. Hashimoto
The 7th International Conference
on Ubiquitous Robotics and
Ambient Intelligence

2010.11 Busan, KoreaIntelligent Localization Assistance for Mobile Robots
using Rao-Blackwellized Particle Filter based Target Tracking

Peshala G.Jayasekara,Takeshi Sasaki,Leon Palafox,
Hideki Hashimoto

The 7th International Conference
on Ubiquitous Robotics and
Ambient Intelligence

2010.11 Nagoya, Japan
Interaction between a User and Smart Electric

Wheelchair in Intelligent Space M. Niitsuma,T.Ochi,M.Miyagi,H.Hashimoto
The 2010 International Symposium
on Micro-NanoMechatronics and

Human Science

2010.11 Yokohama, JapanIntelligent Assistance in Localization for Mobile Robots Peshala G.Jayasekara,Young Eun Song,Takeshi Sasaki,
Hideki Hashimoto

The 8th France-Japan and 6th
Europe-Asia Congress on Mechatronics

2010.9 Madeira Island,
Portugal

Microscopic Simulation for Virtual Worlds with
Self-driving Avatars

Tian Jiang, Marc Miska, Masao Kuwahara,
Arturo Nakasone, and Helmut Prendinger

The 13th International IEEE Conference
on Intelligent Transportation Systems

2010.9 Paris FranceApproach to Improvoment of Realistic Sensation on
Universal Driving Simulator

Daisuke Yamaguchi, Yoshihiro Suda, Masaaki Onuki,
Osamu Shimoyama

DSC Europe at Paris pp267-275

2010.9 Qingdao, ChinaHideki Hashimoto The 2nd International Conference
on Smart IT Applications

2010.8 Tokyo, JapanChihiro Nakagawa, Kimihiko Nakano, Yoshihiro Suda
and Yuki Hirayama

The 10th International Conference on
Motion and Vibration Control 2010

(No.10-203) 2B26
Driving Control of a Two-wheeled Inverted Pendulum Vehicle

with Human Pedaling

2010.8 Tokyo, JapanDaisuke Yamaguchi, Yoshihiro Suda, Masaaki Onuki
The 10th International Conference on
Motion and Vibration Control 2010

(No.10-203) 2C23
Drivers' Evaluation Based on Yaw Motion in Vehicle Turing

via Driving Simulator

2010.8 Tokyo, JapanShigeyuki Yamabe, Rencheng Zheng, Kimihiko Nakano
and Yoshihiro Suda

The 10th International Conference on
Motion and Vibration Control 2010

(No.10-203) 2C25
Muscle Fatigue Comparison of Eco-driving and Normal Driving

2010.8 Tokyo, JapanYoshihiro Suda, Hisanori Omote, Yasuo Kanayama,
Akihiro Sekiguchi, Kimihiko Nakano, Daisuke Yamaguchi

The 10th International Conference on
Motion and Vibration Control 2010

(No.10-203) 2C34
Energy Saving Urban Transportation System "Eco-Ride"

題　目 著者・発表者 講演会名 等 開催地発表月

会 議・研 究 会 等

発表

The Current Status of Intelligent Space

2010.10 Busan, KoreaHighway Network Analysis and Detection
Assessment Framework

Tian Jiang, Marc Miska, and Masao Kuwahara 17th World Congress on Intelligent
Transportation Systems

2010.10 Busan, Korea
Validation Scheme for Traffic Simulation to Estimate
Environmental Impactsin 'Energy-ITS Project'

R. Horiguchi, H. Hanabusa, M. Kuwahara, S. Tanaka,
T. Oguchi, H. Oneyama, H. Hirai and S. Hayashi

17th World Congress on Intelligent
Transportation Systems

2010.10 Busan, KoreaData Fusion Concept to Estimate Vehicle Trajectories
on Urban Arterials

Mehran, B., Naznin, F., Kuwahara, M., Hanabusa, H.,
and Horiguchi, R.

17th World Congress on Intelligent
Transportation Systems

2010.10 Delft HolandaProposal of personal mobility vehicle based on stabilization
control of Two-Wheel Steering and Two-Wheel Driving.

Chihiro Nakagawa, Kimihiko Nakano, Yoshihiro Suda
and Yuki Hirayama

Bicycle and Motorcycle Dynamics
Symposium on the Dymanics
and Control Sigle Track Vehicles

2010.10 Gyeonggi-do, Korea
Electric-field Resonance Coupling between Human

and Transmitter for Human Position Estimation System 
Sousuke Nakamura,Shimon Ajisaka,Kiyoaki Takiguchi,

Akira Hirose,Hideki Hashimoto
International Conference on Control,
Automation and Systems 2010

2010.10 Gyeonggi-do, Korea
Human Body Position Estimation System using Electric Field

Resonance Coupling
Shimon Ajisaka,Sousuke Nakamura,Kiyoaki Takiguchi,

Akira Hirose,Hideki Hashimoto
International Conference on Control,
Automation and Systems 2011

2010.10 Busan, Korea
A necessity and concept of Tourism ITS from the

NAGASAKI EV&ITS Project Kosuke Watabe, Hiroshi Makino, Kenichi Ohgi, Toru Matsui 17th ITS World Congress

2010.11 Busan, KoreaConcept Design of a Novel Park and Ride Service using
5.8GHz DSRC for ITS FOT in Kashiwa

Takayuki HIRASAWA,Hiroshi MAKINO,Yoshihiro SUDA,
Shinji TANAKA and Masao KUWAHARA 17th ITS World Congress

2010.11 Busan, KoreaITS FOT PLAN in KASHIWA CITY, JAPAN
Shinji TANAKA,Takayuki HIRASAWA,Hiroshi MAKINO,
Toshihisa TANAKA,Katsushi IKEUCHI,Yoshihiro SUDA

and Masao KUWAHARA
17th ITS World Congress

2010.11 Busan, Korea
EFFECTS OF INDICATION OF PEDESTRIAN TRAFFIC
LIGHTS ON DRIVERS' BEHAVIOR IN DILEMMA ZONE;

ANALYSIS VIA DRIVING SIMULATOR

Toshihiko Oda, Yoshihiro Suda,Shinji Tanaka,
Daisuke Yamaguchi 17th ITS World Congress

2010.11 Busan, KoreaEVALUATION OF ECO-DRIVING SKILL USING
TRAFFIC SIGNALS STATUS INFORMATION

Takashi Ichinara,Shiro Kumano,Daisuke Yamaguchi,
Yoichi Sato,Yoshihiro Suda,Li Shuguang 17th ITS World Congress

2010.11

2010.11

Busan, KoreaPinpoint Wireless Power Transformation System using
Reflection Coefficient in Magnetic Resonance Coupling S. Nakamura,R. Koma,｠ S. Ajisaka, T. Imura, H. Hashimoto

The 7th International Conference
on Ubiquitous Robotics and
Ambient Intelligence

Busan, Korea
Wireless Near-field Position Sensing System using

Reflection Coefficient in Magnetic Resonance Coupling R. Koma,｠S. Nakamura, S. Ajisaka, T. Imura, H. Hashimoto
The 7th International Conference
on Ubiquitous Robotics and
Ambient Intelligence

2010.8 Tokyo, JapanYoshihiro Suda
The 10th International Conference on
Motion and Vibration Control 2010

(No.10-203) 1K11

Vehicle System Dynamics and Control for Sustainable
Transportation

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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2010.12 Colombo, Sri Lanka
Simultaneous Localization Assistance for Multiple Mobile
Robots using Particle Filter based Target Tracking

Peshala G.Jayasekara,Leon Palafox,Takeshi Sasaki,
Hideki Hashimoto,Beom H.Lee

5th International Conference
on Information and Automotion

or Sustainability

2010.12 京都大学Highway Detection Variation Analysis Based on Traffic State Tian Jiang, Marc Miska, Shinji Tanaka,  and Masao Kuwahara 第9回ITSシンポジウム2010

2010.12 京都大学3次元FDTD法による車室内音場解析　-拡張作用境界モデルの適用 鹿野　洋、横山 栄、坂本慎一、笹岡岳陽、波頭伸哉 第9回ITSシンポジウム2010

2010.12 京都大学大型車・車室内における音環境に関する主観評価実験 横山　栄、矢野博夫、橘　秀樹 第9回ITSシンポジウム2010

2010.12 京都大学サグカーブのナノスコピック交通シミュレーション マーク・ミスカ，桑原雅夫 第9回ITSシンポジウム2010

2010.12 京都大学移動体トラッキングに基づく自律パーソナルビークルの一推定支援 Peshala G.Jayasekara,佐々木毅，橋本秀紀 第9回ITSシンポジウム2010

2010.12 京都大学車載カメラ映像の時空間マッチングを利用した自車位置推定 小野晋太郎，松久亮太，川崎洋，池内克史 第9回ITSシンポジウム2010

2010.12 京都大学
平面群構造を利用した車載カメラ映像からの
オンライン前景障害物除去システム

栗林宏輔，子安大士，前川仁，小野晋太郎， 川崎洋，池内克史，
In So Kweon 第9回ITSシンポジウム2010

2010.12 京都大学車載全方位ビデオ映像を用いたイメージベースレンダリングによる
ドライビングシミュレータの開発 永塚遼，小野晋太郎，川崎洋，池内克史，In So Kweon 第9回ITSシンポジウム2010

2011.1 Washington, DC, U.S.Design of Intergreen Times based on Safety Reliability Tang, K., Kuwahara, M., and Tanaka S. The 90th Annual Meeting of
Transportation Research Board

題　目 著者・発表 者 講演会 名等 開催地発表月

I T S センター 施 設 見 学 受 入れ情 報（ H 2 2 . 1 0 ～ H 2 3 . 3 ）

2010/10/06 東日本高速道路㈱ 次長　伊勢田敏 氏　他

2010/10/13 デルフト工科大学(オランダ) Prof. Serge Hoogendoorn

2010/10/25 Simens AG(ドイツ) Senior Consultant
Uwe Splettstoesser　他2名

来訪日 見学者所属機関 見学者名

受 賞

日本音響学会 第1回学生優秀発表賞 （社）日本音響学会 FDTD法における音源の指向性制御を用いた
インパルス応答の合成

IEEE,（社）日本ロボット学会
2010 IEEE/RSJ International Conference
on Intelligent Robots and Systems
Best Application Paper Award Finalist

Circle Fitting Based Position Measurement System
Using Laser Range Finder in Construction Fields

Hiroshi MakinoRoad Engineering Association of
Asia and Australia

REAAA essay contest
 "ROAD SAFETY - MAKE IT HAPPEN"

MERIT AWARD

Time has just come that essentiallly reduction of traffic accident
can be done by Cooperative Vehicle Highway System

The 7th International Conference on Ubiquitous
Robots and Ambient Intelligence (URAI2010)

Best Paper Award
Koewa Robotics Society Pinpoint Wireless Power Transformation System Using

Reflection Coefficient in Magnetic Resonance Coupling

ITSシンポジウム2010 ベストポスター賞
学術部門

車載カメラ映像の時空間マッチングを利用した自車位置推定

ITSシンポジウム2010 ベストポスター賞
技術部門

視知覚情報に基づく道路シークエンスデザインによる
走行制御効果の検証

RTミドルウェアコンテスト2010 奨励賞
テクノロジックアート賞

（株）テクノロジックアート、
ロボットビジネス推進協議会

汎用データ処理のための演算コンポーネント

RTミドルウェアコンテスト2010 奨励賞
安川電機賞

（株）安川電機、
ロボットビジネス推進協議会

汎用データ処理のための演算コンポーネント

日本機械学会フェロー賞 （社）日本機械学会
自動車乗車時を模擬した振動に対する

胸鎖乳突筋筋電位の応答

自動車技術会大学院研究奨励賞

橋本秀紀，中村壮亮，胡間遼，鰺坂志門，
居村岳広

小野晋太郎，松久亮太，川崎洋，池内克史

韓亜由美，小野晋太郎，佐々木正人，須田義大，
池内克史，玉木真，大貫正明，小島朋己，錦戸綾子

佐々木毅，橋本秀紀

佐々木毅，橋本秀紀

岡本裕司

岡本裕司（社）自動車技術会 人の反応を利用した自動車及びシートの乗り心地評価

2010.05

2010.10

2010.11

2010.11

2010.12

2010.12

2010.12

2010.12

2011.03

2011.03

受賞名 授与機関・団体 題　目 受賞者 受賞年月

2011/01/19 韓国鉄道技術研究院，
東国大学(韓国)

Principal Researcher
Hyun-Moo Hur,
Prof. Moon Kyu Kwak

2011/03/02  同済大学(中国) Prof. Wu Guangqiang

来訪日 見学者所属機関 見学者名

鹿野洋

橋本秀紀，田村一，佐々木毅，井上文宏

NPO法人 ITS Japan

NPO法人 ITS Japan

2010/11/22 上海交通大学（中国） Dean Wenxian Yu,
Prof.  Peilin Liu

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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協力メンバー研究室紹介

8News letter SU1104-015 

上條研究室（東京大学生産技術研究所）

　当研究室では、情報工学的手法を駆使し、道路交通空間・歩行生活
空間・生体内空間の安全安心に資する技術を開発しています。情報工
学的手法そのものの研究を基礎としつつ、交通工学・人間工学・生物
学等の様々な分野と交わりながら、応用システムの研究を行っています。

●路車協調型安全運転支援技術
　路側センサから交通状況を的
確に把握し、危険状況をドライ
バに知らせることで事故を回避
するシステムの開発を行ってい
ます。人間工学の研究者との共
同研究等により、ドライバ受容
性を考慮したセンサ開発を行っ
ています。開発したセンサの一
部は、我が国のプロジェクト向け
センサとして活用されています。

大前研究室（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科）

ADVANCED MOBILITY RESEARCH CENTER (ITS Center)
Institute of Industrial Science,The University of Tokyo

Contactお問い合わせ

東京大学生産技術研究所
先進モビリティ研究センター（ITSセンター）

検索東大ＩＴＳ

For Yamate-dori
Avenue

●車載画像センサの開発
　交差点等の一般道において、歩行者や自転車を車の事故から守るた
めの安全運転支援システムの開発が世界的に盛んに行われています。
当研究室では、独自の画像処理
技術を活かし、歩行者や自転車
を車載カメラを用いて認識する技
術を開発しています。どのような
場合に危険と判断するかやドライ
バ受容性等、単なる画像センシ
ングを超えたトータルシステムの
研究に取り組んでいます。

●人物行動把握の研究
　駅・空港などの公共交通空間、デパートやショッピングモールなどの商
業空間において、人物の異常行動を検知する技術を開発しています。
近年、膨大な数の監視カメラが設置されるようになりましたが、人海戦術
による監視には限界があります。監視を自動化し、監視員を補助するこ
とで、公共空間の安心を高めることに貢献したいと考えています。

　当研究室では、自動車の自動
運転の実現を目標に、それに関
連する制御アルゴリズムの開発
や評価を行なっています。近年
は、RTK-GPSを使った小型EV
の自動運転、隊列走行（EV、
トラック）、自動運転の補完として
の遠隔操縦等の研究を行なって
います。私たちの研究の特徴は、実験研究が中心であることです。理論
面が弱く、ヒューリスティックなところが多くなってしまう一方で、実機を動
かすことで得られる知見やノウハウを蓄積していることが強みかもしれま
せん。最近は、路側のセンシングによるインフラからの自動車の運動制御

小型EVの高密度隊列走行 遠隔操縦

（車に知能がなくても通信器だけあれば自動運転ができるかも？）、自動
車のアドホックな機械連結走行（通信の有線化やEVのパワーソース共
有なども可能？）、低機能車の協調による高度な走行（三人集まれば文
殊の知恵？）などに興味があり、何かをやってみようかなと思っています。

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

先進モビリティの更なる発展

ドライビングシミュレータ・実験車両

・ポスターを展示中

E棟ピロティ,De-B04, Ce-101,Cw-504,CCR棟(B-B01)

Advanced Mobility Research Center (ITS Center)
http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp/

(ITSセンターセンターセンターセンター)
先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター

専門分野専門分野専門分野専門分野 : Intelligent Transport Systems

須田研究室，中野研究室（以上，機械・生体系部門） 池内研究室（情報・エレクトロニクス系部門）

大口・田中(伸)・桑原（兼任）研究室，牧野研究室，坂本研究室（以上，人間・社会系部門）

� ITS（（（（Intelligent Transport Systems））））とは，

様々な技術を融合させ、より良い社会の実

現を目指した最先端交通システムである．

� ITSセンターは，産官との連携をいっそう促

進して社会ニーズを理解するとともに、業と

して自立できるITSを社会に展開している．

�２００３．４２００３．４２００３．４２００３．４ 当時の国際・産学共同研究センター(CCR)にて産学官連携プ

ロジェクト「サスティナブルITS」（後に「サスティナブルITSの展開」）が発足

�２００５．３２００５．３２００５．３２００５．３ 生産技術研究所に「先進モビリティ連携研究センター」（ITSセ

ンター）を設立（センター長：池内克史教授）

�２００９．４２００９．４２００９．４２００９．４ 先進モビリティ連携研究センターが生産技術研究所の正式な

附属研究施設（全学公認）となり、先進モビリティ研究センター（ITSセンタ

ー）に改称（センター長：桑原雅夫教授）

�２０１０．４２０１０．４２０１０．４２０１０．４ （センター長：須田義大教授）

主要沿革主要沿革主要沿革主要沿革

研究活動研究活動研究活動研究活動

次世代インフラ次世代インフラ次世代インフラ次世代インフラ

�センシング車両で計測したデータを処理して，非常に現実感の高い都市空間を表現．

DSの映像作成でも大活躍

Model-based

Image-based
Capturing
Vehicle

Omni-Directional
Camera

t1

t2

t3

RenderingCapturing

°−180 °180

t1

t2

t3

Omni-Directional Image

t1

t2

t3

New 
Viewpoint

Capturing
Vehicle

Omni-Directional
Camera

t1

t2

t3

RenderingCapturing

°−180 °180

t1

t2

t3

Omni-Directional Image

t1

t2

t3

New 
Viewpoint

実画像合成による都市表現実画像合成による都市表現実画像合成による都市表現実画像合成による都市表現

ITS実証実験モデル都市・柏プロジェクト実証実験モデル都市・柏プロジェクト実証実験モデル都市・柏プロジェクト実証実験モデル都市・柏プロジェクト

� ITS実証実験モデル都市

に 認 定 さ れ た柏 市 で，

ITSを活用した環境にや

さしい交通釈迦の実現に

向け様々な研究を推進

�路上駐車の影響評価路上駐車の影響評価路上駐車の影響評価路上駐車の影響評価

円滑性・安全性の観点に基づいた

路上駐車による交通流への影響評価

駐

車

車

両

通

過

車

両

�動的路肩運用動的路肩運用動的路肩運用動的路肩運用

動的な路肩運用による混雑緩和の検証

5200

2063
2248

5560

路肩

�道路空間デザイン道路空間デザイン道路空間デザイン道路空間デザイン �トンネル拡声放送システムトンネル拡声放送システムトンネル拡声放送システムトンネル拡声放送システム

安全・快適走行のための道路空間デザイン

（ex. オプティカルドット）

長大道路トンネル内における非常時の

避難誘導のための拡声放送設備の設計

拡声放送用スピーカ拡声放送用スピーカ拡声放送用スピーカ拡声放送用スピーカ

大橋ジャンクション大橋ジャンクション大橋ジャンクション大橋ジャンクション Ohashi Jct.Ohashi Jct.Ohashi Jct.Ohashi Jct.

次世代ビークル次世代ビークル次世代ビークル次世代ビークル

�電磁サスペンション電磁サスペンション電磁サスペンション電磁サスペンション

車両を振動させるさまざまな因子の分離

を試み、状態監視への応用を検討

�車両振動解析車両振動解析車両振動解析車両振動解析

車室内における音響的快適性を創出する

ために、数値解析による音場予測・評価

自動車のアクティブサスペンション用の電磁モータ

とボールネジで構成された電磁アクチュエータの

試作とその性能の検討

�車内音場の解析・評価車内音場の解析・評価車内音場の解析・評価車内音場の解析・評価

�車内レイアウト車内レイアウト車内レイアウト車内レイアウト �パーソナルモビリティパーソナルモビリティパーソナルモビリティパーソナルモビリティ

乗客乗員の快適性を向上する車内レ

イアウト（東急７０００系にて実用化）

快適・効率的な近距離移動を実現する新しい

都市交通手段「パーソナルモビリティビークル」

1.6 ms

�信号制御信号制御信号制御信号制御

黄色信号時のドライバ挙動（ジレンマゾーン）を分析するための実験

仮想都市モデリング仮想都市モデリング仮想都市モデリング仮想都市モデリング

車載センサから自車の位置・姿勢、周囲の幾何・光学情報を得て仮想都市モデルを構築

• 三次元モデリングの例 • 屋外建物表面の真色推定• 時空間フィルタリングに

よる前背景分離

�電気自動車（EV）とITSを活用し

た環境に優しい未来型観光シス

テムの構築（長崎県五島列島に

おいて、EVとITSを整備）

長崎長崎長崎長崎EV&ITSプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

Installation Condition of EV&ITS

(in Goto Islands; until 2011)

Quick Charger

ITS Spot   

Rent-a-car Agent

Sightseeing Spot, etc.

Church

Shin Kami-Goto Town

EV : 58 cars

Goto City

EV: 80 cars / PHV: 2 cars

Tsuwazaki lighthouse

Shin-Uonome Spa Hotel 

Town office

Udon-no-sato

Kashiragashima

Wakamatsu

Miyanomori park

Narao port

Fukue town

Fukue port

Kentoshi Furusato-kan

Nihon-gusu

Tomie Spa center

Tamanoura Country Park

Aosagaura church

Oso church

Arikawa port

Narao port

Egami church

Old Gorin church

Dozaki church

Fukue port

Mt. Oni

100/200AC Charging: 13 units in 16 spots

100/200AC Charging:  9 units in 13 spots

Osezaki

lighthouse
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東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

先進モビリティの更なる発展

ドライビングシミュレータ・実験車両

・ポスターを展示中

E棟ピロティ,De-B04, Ce-101,Cw-504,CCR棟(B-B01)

(ITSセンターセンターセンターセンター)
先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター

Advanced Mobility Research Center (ITS Center)
http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp/

専門分野専門分野専門分野専門分野 : Intelligent Transport Systems

須田研究室，中野研究室（以上，機械・生体系部門） 池内研究室（情報・エレクトロニクス系部門）

大口・田中(伸)・桑原（兼任）研究室，牧野研究室，坂本研究室（以上，人間・社会系部門）

研究設備研究設備研究設備研究設備

�実車運転時に近い運転・周囲環境を再現

�運転者特性や新しい道路インフラ等についての

実験が可能

�6軸動揺装置とターンテーブル機構，360度の全

方位およびドアミラー用映像発生装置が特徴

ユニバーサルドライビングシミュレータユニバーサルドライビングシミュレータユニバーサルドライビングシミュレータユニバーサルドライビングシミュレータ

�ARGUS

Non-grounding

speedometer

3-axis gyro
Steering

and pedaling

record

GPS
Sync. device

Following

distance meter

High-resolution
Video cameras

R
1

R2

FB

GPS/Gyro Anti-vibration

Omni Camera

�MAESTRO

全方位カメラやレーザセンサにより交通

シーンにおける周辺構造物（建物・路面）

の位置・形状・光学情報を獲得

自己位置、他車両位置、運転者挙動

（ステアリング・ペダリング）などを高

精度に同期して記録

センシング車両開発センシング車両開発センシング車両開発センシング車両開発

千葉実験所千葉実験所千葉実験所千葉実験所

LRT千葉試験線ITS実験用信号機 エコライド

�千葉実験所にはLRT（路面電車）やPMV（パーソナルモビリティビークル），エコライド

など、次世代交通システムの実験・検証を行うためのフィールドを構築

国際連携国際連携国際連携国際連携

国内外の大学や研究機

関との間で，共同研究や

シンポジウムの共催，研

究者や学生の相互訪問、

施設利用や情報交換を

行うこと等を定めた研究

協力協定を締結し，外部

との連携を積極的に進

めている．

教育・人材育成・社会還元教育・人材育成・社会還元教育・人材育成・社会還元教育・人材育成・社会還元

�I T SI T SI T SI T Sセミナーセミナーセミナーセミナー： 中央のみならず地域のニーズに

即したITSを普及促進させるため，各地の研究機

関と共同のセミナーを年3回程度開催している．

�講座・講義講座・講義講座・講義講座・講義： 一般向けには「社会人のための専

門講座」を年1回，学生向けには年2コマの授業を

開講し，人材の育成を目指している．

�特別研究会特別研究会特別研究会特別研究会： 産官学の各方面から講師を招き，

最新の話題提供と懇談を通して講師と参加者との

活発な意見交換を行っている（概ね月1回開催）．

研究活動研究活動研究活動研究活動

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーITS推進事業推進事業推進事業推進事業

�運輸部門のエネルギー・

環境対策として，省エネル

ギー効果の高いITSの実

用化に関する研究を実施

中（NEDO委託研究）

隊列走行検証と評価 ITSによるCO2排出量削減効果の評価手法

実車実験 DS実験

ドライバセンシングドライバセンシングドライバセンシングドライバセンシング

�運転者の発汗量，筋電位，心拍変動，

脳波などの生理指標から緊張度を推定

�車両の挙動が運転者にとって緊張を強

いるのかを検討

①

②

③

無響室無響室無響室無響室

�音環境が人間に及ぼす心理的影響を実験室

実験によって評価

�実測データ，あるいは数値解析によって得ら

れる方向別データを用いて，各種音場を可聴

化することが可能

様々な交通シミュレーションモデル様々な交通シミュレーションモデル様々な交通シミュレーションモデル様々な交通シミュレーションモデル

�スケールの異なる交通シミュレータ（TS）を開発し，様々なITS技術・施策を高い精度で

模擬実験または評価可能

�特に，KAKUMOはTSとドライビングシミュレータ（DS）間の時間・空間分解能のギャッ

プを埋めて連接し，DS実験車の運転挙動をTSに反映させ，それに応じてDSにおける

周辺の交通状況を変化させる．

街路交通シミュレータ

渋滞緩和策評価などに使用

ネットワーク交通シミュレータ

数十Km範囲の広域を対象

ミクロ交通シミュレータ

TSとDSを連接

ミクロ歩行者シミュレーション

モデルの開発

スマートツーリズムスマートツーリズムスマートツーリズムスマートツーリズム

�複合現実感（MR）技術や次世代モビリティなどを活用した観光のためのITSサービス

�ウェブやMRシステム等の表示系による情報サービス，電気自動車やPRM等の移動

体による移動支援サービスを提供

実画像
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東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

須田研究室須田研究室須田研究室須田研究室

［［［［車両の運動と制御車両の運動と制御車両の運動と制御車両の運動と制御］］］］

車両の運動と制御車両の運動と制御車両の運動と制御車両の運動と制御, , , , サスティナブルサスティナブルサスティナブルサスティナブルITSITSITSITS DeDeDeDe----B04, EB04, EB04, EB04, E棟ピロティ棟ピロティ棟ピロティ棟ピロティ, , , , 連携研究棟ピロティ連携研究棟ピロティ連携研究棟ピロティ連携研究棟ピロティ,,,,連携研究棟地下実験室連携研究棟地下実験室連携研究棟地下実験室連携研究棟地下実験室

ドライビングシミュレータ見学ドライビングシミュレータ見学ドライビングシミュレータ見学ドライビングシミュレータ見学

ポスターの展示を実施中ポスターの展示を実施中ポスターの展示を実施中ポスターの展示を実施中

生産技術研究所生産技術研究所生産技術研究所生産技術研究所 先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター (ITS(ITS(ITS(ITSセンターセンターセンターセンター))))

機械・生体系部門機械・生体系部門機械・生体系部門機械・生体系部門

モビリティ・フィールドサイエンス寄付研究部門モビリティ・フィールドサイエンス寄付研究部門モビリティ・フィールドサイエンス寄付研究部門モビリティ・フィールドサイエンス寄付研究部門

Advanced Mobility Research CenterAdvanced Mobility Research CenterAdvanced Mobility Research CenterAdvanced Mobility Research Center
http://www.nozomi.iis.u-tokyo.ac.jp/

専門分野専門分野専門分野専門分野 ●制御動力学●制御動力学●制御動力学●制御動力学

1.1.1.1. 先進ビークルの人間・車両・インフラ系の制御に関する研究先進ビークルの人間・車両・インフラ系の制御に関する研究先進ビークルの人間・車両・インフラ系の制御に関する研究先進ビークルの人間・車両・インフラ系の制御に関する研究

2.2.2.2. サスティナブルな交通システムの研究サスティナブルな交通システムの研究サスティナブルな交通システムの研究サスティナブルな交通システムの研究

3.3.3.3. 交通システムにおける安全・安心，環境低負荷，快適性向上に関する研究交通システムにおける安全・安心，環境低負荷，快適性向上に関する研究交通システムにおける安全・安心，環境低負荷，快適性向上に関する研究交通システムにおける安全・安心，環境低負荷，快適性向上に関する研究

1. Study on control of human-vehicle-infrastructure system on advanced vehicle
2. Study on sustainable transport systems
3. Study on improvement of safety, ecological ability and comfort on transportation system

サスティナブル・モビリティの実現のために，先進制御工学，マルチボディダイナミクス，生態心サスティナブル・モビリティの実現のために，先進制御工学，マルチボディダイナミクス，生態心サスティナブル・モビリティの実現のために，先進制御工学，マルチボディダイナミクス，生態心サスティナブル・モビリティの実現のために，先進制御工学，マルチボディダイナミクス，生態心

理学を用いた以下の研究に取り組んでいる．理学を用いた以下の研究に取り組んでいる．理学を用いた以下の研究に取り組んでいる．理学を用いた以下の研究に取り組んでいる．

①マルチボディダイナミクスによる鉄道車両，自動車，

自転車の運動解析

②自己操舵台車，独立回転車輪パワーステアリング

台車の開発

③自動車用電磁サスペンションの開発

④ドライビングシミュレータとドライバ特性の研究

⑤ITS（高度道路交通システム）の研究

⑥車輪とレール，タイヤと路面の接触力学

⑦セルフパワードアクティブ動揺制御の船舶・車両への応用

⑧人間・車両・インフラ系における異常検知に関する研究

⑨パーソナルモビリティ・ビークルの研究

⑩車載フライホイールシステムに関する研究

⑪省エネルギー交通システム

⑫快適性の評価

Automobile & ITSAutomobile & ITSAutomobile & ITSAutomobile & ITS

Railway VehicleRailway VehicleRailway VehicleRailway Vehicle

Ship Anti-Rolling System with 

Self-Powered Active Control 

MultibodyMultibodyMultibodyMultibody DynamicsDynamicsDynamicsDynamics andandandand ControlControlControlControl

Maglev System with 

Controlled Damper

Tire Test 

Machine

Electro Magnetic

Suspension for Automobile

Experimental Traffic

Light for ITS Research

Personal Mobility Vehicle

Driving Simulator with 6 

d.o.fmotion, Turntable & 

360 °°°°Full Screen

Full Scale Mockup

Rail Vehicle for

Study on Comfort

Full and Scaled Model Rail 

Vehicle Test Track for 

Innovative Designed Railway 

Truck

Eco transport system “Eco Ride”

Comfort  and Human InterfaceComfort  and Human InterfaceComfort  and Human InterfaceComfort  and Human Interface
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池内研究室池内研究室池内研究室池内研究室

［コンピュータビジョンとデジタルアーカイビング］［コンピュータビジョンとデジタルアーカイビング］［コンピュータビジョンとデジタルアーカイビング］［コンピュータビジョンとデジタルアーカイビング］

生産技術研究所第3部 /先進モビリティ研究センター（ITSセンター）
Computer Vision Laboratory

http://www.cvl.iis.u-tokyo.ac.jp/

視覚情報学視覚情報学視覚情報学視覚情報学

情報学環・学際情報学府

ロボットの目

情報理工学系研究科 電子情報学専攻

情報理工学系研究科 コンピュータ科学専攻

Capture the world into your computer!

(1) 部分メッシュ (2) 位置合わせ結果 (3) 統合結果 (4) テクスチャリング結果

計測

(位置合わせ) (テクスチャリング)(統合) (色彩合わせ)

(5) 色彩合わせ結果

人類のかけがえのない財産である有形・無形の文化財は，災害や紛争，風化，後継者不足など

の原因により，失われつつあります。池内研究室のメインテーマの一つは，これら文化財などの

実物体や動作などをデジタル化技術を使って保存・活用する「デジタルアーカイビング」です。

コンピュータビジョンのソフトウェア技術を基盤として，研究内容はセンサ，光学，幾何，ロボット，

ITS，AR・MRなど多岐に渡ります。対象ごとに解決するべき問題が異なり，それぞれに最適な先
行技術は存在しませんので，自分たちで開発していきます。

図図図図2．絵を描くロボット．絵を描くロボット．絵を描くロボット．絵を描くロボット

人間の行動をロボット自らが観察

し、学習することでロボットを動か

す， “Learning from Observation”
という枠組みのもと，ロボット研究

を行っています。人間の踊りを観

察して踊るロボットや紐結びロボッ

ト，現在は自らお絵かきをするロボ

ットの研究を進めています。人間と

はまったく関節構造の違うロボット

にどうやって動きを再現させる

か？画家の技をどうやって習得す

るか？モデルを立てて考えます。

図図図図1. バイヨン寺院デジタルモデリング技術のバイヨン寺院デジタルモデリング技術のバイヨン寺院デジタルモデリング技術のバイヨン寺院デジタルモデリング技術の5ステップステップステップステップ

例えば，世界遺産・カンボジアバイヨン寺院のデジタルモデリングでは，(1)実地計測のためのセンサー開発，(2)複数の計測データの位
置合わせ，(3)それらを一つのデータにまとめる統合，(4) 幾何データと写真データを張り合わせるテクスチャリング，(5) 光源や影の影響
を取り除き物体固有の色を取得する色彩合わせ，の5ステップの技術を新たに開発する必要がありました。

図図図図5．バーチャル飛鳥京，平城京．バーチャル飛鳥京，平城京．バーチャル飛鳥京，平城京．バーチャル飛鳥京，平城京

複合現実感 (Mixed Reality; MR)
を用いて失われた景観などを実地

で仮想復元表示する研究に取り組

んでいます。CGを実風景の中に
違和感なく溶け込ませる技術が特

長です。平城遷都1300年祭では，
トラムカーに乗車してゴーグルをか

ぶると，現風景の上に古代の建

物・人物・出来事を重ねて体験す

る移動型MRシステムとコンテンツ
を開発しました。一部はベンチャー

企業化し，国の重点戦略「観光産

業」へ展開しています。

図図図図3. ポンぺイ・秘儀荘の分光分析ポンぺイ・秘儀荘の分光分析ポンぺイ・秘儀荘の分光分析ポンぺイ・秘儀荘の分光分析

色の解析をRGBだけで行うなんて，
もう古い！色は，約400～700nm
の光の波長のスペクトルで表され

ます。目に届く色は，光源の色と物

体固有の色の積で表されるので，

光源の色をキャンセルすることで，

物体が持つ本来の色を知ることが

できます。このほか，映像から影を

除去したり，物体に光を当てて形

状を計測する手法などを開発し，

美術品などの保存や解析に役立

てることができます。

図図図図4．首都高大橋．首都高大橋．首都高大橋．首都高大橋JCTの形状計測の形状計測の形状計測の形状計測

都市や道路のような大規模空間も，

モデル化します。センシング車両

による道路構造のモデリング，車

載カメラによる自車位置推定，デ

ジタル地図とのマッチング，自動運

転のため基礎技術開発，屋外シー

ンの真色推定，現実風景の中を走

れる運転シミュレータの開発など，

視覚とモビリティに関する研究を行

っています。

交通工学や機械工学，民間企業

の研究者と交流しながら，新しい

研究分野も開拓しています。

現実世界のすべてをコンピュータの中に取りこめ！現実世界のすべてをコンピュータの中に取りこめ！現実世界のすべてをコンピュータの中に取りこめ！現実世界のすべてをコンピュータの中に取りこめ！

Ee408, Ew405, Ew406, Epiloti, DeB04
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東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

大口・田中大口・田中大口・田中大口・田中(伸伸伸伸)研究室研究室研究室研究室

［道路交通に関する研究および交通シミュレーション］］］］

http://www.transport.iis.u-tokyo.ac.jp

専門分野専門分野専門分野専門分野 ●交通工学●交通工学●交通工学●交通工学

東京大学大学院東京大学大学院東京大学大学院東京大学大学院 工学系研究科工学系研究科工学系研究科工学系研究科

社会基盤学専攻社会基盤学専攻社会基盤学専攻社会基盤学専攻 都市と交通グループ都市と交通グループ都市と交通グループ都市と交通グループ

快適な道路交通社会の実現に向けて快適な道路交通社会の実現に向けて快適な道路交通社会の実現に向けて快適な道路交通社会の実現に向けて
Cw-504

＊研究紹介ポスターの展示＊研究紹介ポスターの展示＊研究紹介ポスターの展示＊研究紹介ポスターの展示

生産技術研究所生産技術研究所生産技術研究所生産技術研究所 人間・社会系部門人間・社会系部門人間・社会系部門人間・社会系部門

Department of Human and Social Systems, Institute of Industrial Science

1. 各種政策の評価ツールの開発各種政策の評価ツールの開発各種政策の評価ツールの開発各種政策の評価ツールの開発

大口・田中（伸）研究室では、道路交通における渋滞・環境などの諸問題の解決や、より高度な道路交通の実現のために、基礎的な理論か

ら観測データに基づく純粋な交通工学的分析、シミュレーションを用いたケーススタディ分析など、交通工学をいろいろな角度から様々な手

法で研究している。

2. 持続可能な都市環境のための交通マネジメント持続可能な都市環境のための交通マネジメント持続可能な都市環境のための交通マネジメント持続可能な都市環境のための交通マネジメント

3. 良質な交通環境のための研究開発・データ整備良質な交通環境のための研究開発・データ整備良質な交通環境のための研究開発・データ整備良質な交通環境のための研究開発・データ整備

時間的に動的な現象である交通渋滞などを忠実に再現できるツールとして、交通シミュレーションを開発している。

２つのモデルの活用により、局所的、

広域的な交通シミュレーションが可能。

交通シミュレーションモデルと、

CO
２

,NOX排出モデルや道路騒音モデルと

の統合化による環境評価ツールを開発。

CO2,NOx

Noise

データ融合手法の開発

交通の流れを効率的・安全にマネジメントするための各種交通管理手法に関する研究を行っている。

国際交通データベース道路設計論の提案

性能照査型道路計画設計への移行

に向けた設計論の提案。

性能照査型設計の概念

ITSセンシング技術を活用した制御アル
ゴリズムの提案とその実証実験や損失

時間評価など。
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(a) Protected-Only Right-
Turn(PORT) phase
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(b) Permissive-and-Protected 
Right-Turn(PPRT) phase

Cycle Green
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R Y

Ns

利用者の自発的な協力により需要の時

空間分散を促すモビリティ・マネジメント

の提案・効果の検討。

非混雑時非混雑時非混雑時非混雑時
混雑時混雑時混雑時混雑時

道路を社会的効用の高い空間として運

用することを目指し、安全性、円滑性の

観点から検討。

道路のサービスレベルの向上を目指し、道路設計手法や旅行時間の予測手法に関する研究を行っている。

Upstream

Downstream

Red intervals

Estimated TrajectoriesReference Probe Trajectories

Time of Day

P
o
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o
n

 (
m

)

プローブデータ、車両通過時刻データ、及び信

号制御データを融合して、通過する全ての車

両の軌跡を推定する手法を検討。

与えられる道路幾何構造・交

通等の条件において実現する

と予想される交通性能（例 え

ば速度）が、道路の目的・機能

別に定められた性能目標値を

満足するか照査して設計に反

映する設計概念

歩行者の挙動を分析するためのミク

ロシミュレーション及び経路選択モデ

ルの構築。

世界各地の交通データをより効率的に利

用するためのデータベースの構築。

A

D

C

B

基準点

(0,0)

①

③

②

⑥

⑤
④

⑧

⑦

⑨

⑩

1,2,3,5,9
4,6,7,8,10

C

D

B

A

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 

 
30



東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

◆音場予測手法の開発研究：音場予測手法の開発研究：音場予測手法の開発研究：音場予測手法の開発研究：波動数値解析手法、縮尺模型実験法

◆室内音響設計：室内音響設計：室内音響設計：室内音響設計：オーディトリアム、オープンプラン型小学校の音響設計、遮音設計

◆音響計測法：音響計測法：音響計測法：音響計測法：音響伝搬特性、遮音特性

◆音場シミュレーション手法の開発：音場シミュレーション手法の開発：音場シミュレーション手法の開発：音場シミュレーション手法の開発：6チャンネル収音・再生システム

◆主観評価実験：主観評価実験：主観評価実験：主観評価実験：コンサートホール、居室、公共空間、オフィス、自動車・車室内等に

おける心理的影響評価

東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

先端音響工学のための数理と物理先端音響工学のための数理と物理先端音響工学のための数理と物理先端音響工学のための数理と物理

Mathematics and physics for leading edge acoustics

先端音響工学のための数理と物理先端音響工学のための数理と物理先端音響工学のための数理と物理先端音響工学のための数理と物理

坂本研究室坂本研究室坂本研究室坂本研究室

先進モビリティ研究センター

Advanced Mobility Research Center
http://www.acoust.iis.u-tokyo.ac.jp

専門分野専門分野専門分野専門分野 応用音響工学応用音響工学応用音響工学応用音響工学

Applied Acoustic Engineering工学系研究科 建築学専攻

［先端音響工学のための数理と物理］［先端音響工学のための数理と物理］［先端音響工学のための数理と物理］［先端音響工学のための数理と物理］

可聴型音場シミュレーション

によるDemonstration実施中

(＠4π無響室、2π無響室)

音響実験室（Ce-101）

我々の生活をとりまく音は、有用な情報源であるとともに、その音の性質によっては快適性を

害する騒音ともなります。音環境の物理的特性を正確に計測・予測し、心理・生理的な影響

評価を行うことで、快適な音環境の実現に貢献します。

室内音響評価指標の新たな算出方法室内音響評価指標の新たな算出方法室内音響評価指標の新たな算出方法室内音響評価指標の新たな算出方法
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Impulse responses

(6-channel respectively)

6-ch. Microphone system 6-ch. Microphone system

6ch.

Loudspeakers

In the anechoic room A In the anechoic room B

Impulse responses

(6-channel respectively)

To room B To room A

For speech transmission

Driver-seatPassenger-seat

自動車車室内の音環境評価自動車車室内の音環境評価自動車車室内の音環境評価自動車車室内の音環境評価

発話指向性のシミュレーション発話指向性のシミュレーション発話指向性のシミュレーション発話指向性のシミュレーション

数値ダミーヘッド

発話指向性

��� ��, �� ≡ 
2� + 14� �� − ��!�� + ��! ����cos ������  

���, �� = � � ��� �����, ��
�

�=−�
∞
�=0

 

球面調和関数による指向性展開

n=0 n=4 n=8

受聴指向性のシミュレーション受聴指向性のシミュレーション受聴指向性のシミュレーション受聴指向性のシミュレーション

実測シミュレーション
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東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

中野研究室中野研究室中野研究室中野研究室

［モビリティにおける計測と制御］［モビリティにおける計測と制御］［モビリティにおける計測と制御］［モビリティにおける計測と制御］

生産技術研究所生産技術研究所生産技術研究所生産技術研究所 先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター先進モビリティ研究センター

Advanced Mobility Research Center
http://www.knakanolab.iis.u-tokyo.ac.jp

人を指向したモビリティ工学人を指向したモビリティ工学人を指向したモビリティ工学人を指向したモビリティ工学

Human-oriented Mobility Engineering

専門分野専門分野専門分野専門分野 ●機械生体システム制御工学●機械生体システム制御工学●機械生体システム制御工学●機械生体システム制御工学

学際情報学府，機械工学専攻学際情報学府，機械工学専攻学際情報学府，機械工学専攻学際情報学府，機械工学専攻

De B04
モビリティの制御と信号処理モビリティの制御と信号処理モビリティの制御と信号処理モビリティの制御と信号処理

制御と信号処理の知識を基に，アクティブ振動制御，独立成分分析法やパラレルファクター

分析法などの多チャンネル信号処理技術を用いた状態監視やシステム同定法，運転者の

生体信号計測を通じたドライバの状態推定等の研究を行っています．人を指向した，自動車

や鉄道などのモビリティにおける計測と制御に関する研究を行っています．

◆セルフパワード・アクティブ制御 Self-powered active vibration control
◆電磁サスペンション Electromagnetic suspensions
◆パーソナルモビリティビークル Personal mobility vehicle
◆独立成分分析法（ICA）の車両振動解析への適用

Independent component analysis for analysis on vehicle vibration
◆パラレルファクタ分析（PARAFAC）による光ファイバセンサのノイズ除去

Denoising of output of fiber-optic brag grating sensor using Parallel Factor Analysis
◆ドライビングシミュレータ運転者の脳波解析

Electroencephalogram(EEG) analysis on a driver manipulating a driving simulator
◆筋電位測定による自動車の乗り心地評価

Evaluation of dynamic characteristic of automobiles using electromyogram, EMG
◆ 発汗量など生理指標を用いた運転行動基礎解析

Driver’s behavior analysis by physiological signals such as perspiration

圧電素子によるセルフパワード・アクティブ制御

脳波解析実験の様子

DC motorBall screw and nut

電磁アクチュエータ

ICAによる鉄道台車の振動解析
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De 101

Advanced Mobility Research Center

http://dfs.iis.u-tokyo.ac.jp
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東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所東京大学生産技術研究所

牧野研究室牧野研究室牧野研究室牧野研究室

［モビリティを用いた地域圏再生］［モビリティを用いた地域圏再生］［モビリティを用いた地域圏再生］［モビリティを用いた地域圏再生］

先進モビリティ研究センター

Advanced Mobility Research Center

交通政策論、都市計画交通政策論、都市計画交通政策論、都市計画交通政策論、都市計画

新しいモビリティがこれからの柏のまちを変える

たなカー（モバイル施設）＆ ぷらっと（小さな公共空間）

機能を動かす

高齢化社会、環境配慮型社会を迎えるにあたって、地域での生活

を支えていくのは、どのような都市デザインか。衰退していく地域圏

の再生の手法として、まず考えられるのは拠点となる施設を作り、そ

こに人を集めることである。しかし、我々はそこに限界を感じている。

ハコものとして機能を固定する。それは地域の暮らしを支える生活サ

ービスの供給に、限界値、つまりサービス供給の終焉を設定している

ことを意味しているのではないか。施設の維持にはある程度の需要

が前提であるが、今後の社会では、その前提は簡単に崩れる可能性

がある。

それに対して我々が提案するのが、機能を動かすことである。これ

により、地域の盛衰に合わせた生活サービスを供給、維持していくこ

とができる。

機能を固定するのではなく、機能を動かすことを提案する。車で機能

を運び、様々な地区を訪れ、その場所でサービスを提供する。医療機

能を持った車がやって来る。役所の機能を持った車がやって来る。そう

いった車がネットワークを組んで、地域全体の生活サービスを支えると

いうものである。機能を運ぶ車と、そのネットワーク、システムをデザイ

ンすることで、より幅のある生活サービスの提供、地区内での魅力ある

空間の創出が実現できると考える。そこで、「たなカー」というモバイル

施設と、「ぷらっと」という小さな公共空間を提案する。

「たなカー」は訪れた場所で一定時間過ごし、その時間だけ家の近く

に施設を登場させる。「たなカー」は生活サービスの供給と同時に、コミ

ュニティを育む地域交流の場をも創出することができる。「中心」に人を

運ぶモビリティから、「中心」を人へと運ぶモビリティへの転換である。

「ぷらっと」は「たなカー」が停まるプラットホームのような場所で、地域

の人々の安らげる、集まれる小さな公共空間である。300〜400m圏に

１つ設置し、高齢者やこどもでも歩いて来られる場所であり、まちなか

の新たな居場所となる。

「たなカー」「ぷらっと」は次の４つを可能にする。①車により、人々

の家の近くまで行くことができる ②訪れる頻度を変えられる ③訪れ

る場所を変えられる ④機能同士の組み合わせができる

動く機能は、様々な課題を抱え日々変化するそれぞれの地域に対

して、柔軟性のある生活サービスを提供することが可能である。変化

し続ける社会の、各地域のニーズにフレキシブルに対応できるという

点で、機能を動かすことの意味は大きい。

そして「たなカー」「ぷらっと」によるネットワークは、以下のような効

果を社会にもたらす。

たなカー＆ぷらっと 動く機能が社会を支える

たなカー

部屋の中の” 棚” のように、すぐに手の届くところにある施設「たなカー」。既存の移動販売車に

改造を加えていき、停まった場所と一体化し滞留空間を創出することが可能となる。

ぷらっと

「たなカー」が訪れ、ある時は家の前がレストランに、またある時は図書館になる。システムが発

展すると、2つ以上の機能が組み合わされる場合もあり、世代を超えた交流空間が生まれる。

Field 千葉県柏市東急柏ビレジ

高齢化を迎えるニュータウン

つくばエクスプレス柏たなか駅から1kmほどに位置する、約30年前に開発が始まったニュータウンである。今後一気に高

齢化を迎える地区であるが、地区中央の商店街は衰退の道をたどっており、地区内に施設が少ないことが懸念される。ま

た、開発時期や地形により、周辺地域とのコミュニティは生まれにくい上に、地域内でのコミュニティが形成されているとも

言えない。

住民のニーズを把握し、住民と共に考える

比較的高密なニュータウンに今後必要な機能は何かを考えつつ、地域の中心に

残すべき機能と、自動車に載せて巡回すべき機能を考えている。

実現に向けてまず必要なことは、住民にこの提案を理解してもらい、その上で住

民のニーズを把握することである。展示会、ワークショップを通じて住民に提案を発

信すると同時に、全1600世帯を対象としたアンケートを行い、住民の生活実態と今

後の課題を分析している。それを基に、「たなカー」「ぷらっと」の適したカタチを検

討している。

今年度は実際に「たなカー」の実験を行う。「カフェたなカー」「バーたなカー」を実

験的に試み、「たなカー」の持つ効果を検証するとともに、それをきっかけに住民組

織との連携を築いていくことも狙いとしている。「ぷらっと」としては、現在まで住宅

の庭を転用したもの、ガレージを転用したもの、の２つ実験を行った。

昨年度は「たなカー」の原型として、車に載せる展開式商品棚を試作した。また軽

トラを利用した実験も行った。今後はこれを発展させ、軽トラを改造し汎用性のある

デザインを考え、「たなカー」の1つのモデルを構築したい。

実験的取り組み

提案

▲機能を固定させる、機能を動かす ▲たなカーが来たぷらっとのイメージ／昼 ▲たなカーが来たぷらっとのイメージ／夜

▲まちなかに点在するぷらっと

▲たなカーとぷらっとの関係

▲増加する高齢者 ▲施設の不均衡 ▲開発時期の異なる地区 ▲地形による地域の分断

▲提案の展示会

▲こどもワークショップ ▲住宅のガレージを利用したカフェたなカーの実験 ▲商店街で行ったバーたなカーの実験 ▲住宅の庭を利用したぷらっとの実験

▲たなカーの販売実験▲試作した展開式商品棚

▲ぷらっとのある集合住宅の提案▲空き部屋のぷらっとへの転用▲空きガレージのぷらっとへの転用

▲空き家をリノベーションしたぷらっとの提案
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鈴木高宏研究室鈴木高宏研究室鈴木高宏研究室鈴木高宏研究室

［長崎［長崎［長崎［長崎EV&ITSプロジェクト］プロジェクト］プロジェクト］プロジェクト］

生産技術研究所 先進モビリティ研究センター（ＩＴＳセンター）

Advanced Mobility Research Center (ITS Center)
http://robotics.iis.u-tokyo.ac.jp /   http://www.pref.nagasaki.jp/ev/ev&its/

（専門分野）（専門分野）（専門分野）（専門分野） ロボティクスロボティクスロボティクスロボティクス Robotics

長崎長崎長崎長崎EV&ITSプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

Nagasaki EV&ITS Project

＊ここにセンターや

ＲＧＯＥのロゴを

ITSネクストステージ：ネクストステージ：ネクストステージ：ネクストステージ： 産官学連携による地域への実展開産官学連携による地域への実展開産官学連携による地域への実展開産官学連携による地域への実展開

＊長崎県五島列島にて展開中

＊Ｅ棟1階ピロティ

ＥＶ・ＰＨＶは主に観光レンタカー用として配備し，多数の一般客による利用データを集積．急速充電器とＩ

ＴＳスポットの配置は，空間的な分布（約５０ｋｍ毎）を考慮しつつ，充電中の過ごし方を考え，観光スポット

等に整備．普通充電設備は夜間の充電を考え，主に宿泊施設に整備．

普通充電設備：13施設16基（一般開放分）

普通充電設備：9施設13基（一般開放分）

荒川温泉荒川温泉荒川温泉荒川温泉 2基基基基

事前に作ったプラン

がカーナビに入る！

プランに沿った充電器

案内でストレス無し！

公共交通情報にもリンク

で帰りの便も心配無用．

観光施設の

紹介もバッチリ．

観光情報プラットフォームからＩＴＳスポットを経由した情報接続

従来のＩＴＳインフラ・サービス ．．． 高機能・複雑・高価格

⇒ 地域型ＩＴＳインフラ・サービス ．．． 地域ニーズに基づき，必要最小限の機能から実装し，簡素化・低廉化

・非ＩＰ系サービス ．．． 安全・安心（事故低減），円滑（渋滞削減），利便（料金決済） ←今後，追加していく

・ＩＰ系サービス ．．． 快適・利便（観光案内，地域活性化）

ＩＴＳ車載器の機能要件

・対応可能なサービス

①インターネット／イントラネット接続

②目的地設定

③経路案内

④Ｗｅｂ表示（ブラウザ）

⑤オフライン登録

⑥ＣＡＮ（ＥＶ）接続

⑦充電残量案内

⑧ガイダンス(音声案内）

長崎県統合観光情報

プラットフォーム

地域住民

観光情報入力

エビッツナビ
エビッツナビエビッツナビ
エビッツナビ

15:30
15:3015:30
15:30 GPS

GPSGPS
GPS

　【福江港】
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充電器充電器
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を見
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見る
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充電器
充電器充電器
充電器の

のの
の空状況
空状況空状況
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確認確認
確認する

するする
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ＩＴＳスポット対応カーナビ

（ＩＴＳ車載器）

ＩＴＳスポット

（路側装置）

ITSスポット通信

情報接続

処理装置

民間

サーバ

ＩＴＳスポットの機能要件

①ＩＰ通信による接続

‐観光Ｗｅｂコンテンツ情報提供

‐充電施設情報案内

②非ＩＰ通信による接続

‐今後の非ＩＰサービスへの対応

情報接続処理装置

の機能要件

①情報接続サーバ

②コンテンツサーバ

プラットフォームを介した

情報提供

Ｈ２３年度構築するＩＴＳサービス

○ＩＰ接続による県ＰＦからの情報配信

‐観光Ｗｅｂコンテンツ配信

‐充電設備案内サービス

充電器サーバ

充電施設情報

携帯・ＰＣなど

長崎エビッツは，従来の都市集中型から，地域分散型への転換も考えた社会システム変革を提案する．

地域情報を住民自らが最新かつ詳細に保ち運用する仕組みと，地域の再生可能エネルギーの地産地消に

よる利用拡大を進める仕組み，さらにＥＶ導入を契機にした地域交通全体の見直しにより，地域発の次世

代社会モデルの提案となっている．

この実現のためには，各要素を垂直統合型から水平分散型へ転換することが重要であり，そのためには世

界的な標準化が必要である．

長崎県では、世界遺産登録を目指す五島列島をフィールドとして、電気自動車（ＥＶ）とＩＴＳ

を活用した環境に優しい未来型ドライブ観光モデルを構築する長崎EV&ITSプロジェクト（長崎

エビッツ）が進められています。

２０１１年には、ＥＶ・ＰＨＶ計１４０台、急速充電器１３箇所２７基、主な宿泊施設への普通

充電器等の拡充に加え、ＩＴＳスポットを６箇所に設置し、年内にもサービスを開始する予定で

す。そのようなサービスを実現するために、地域のローカル情報を一元的に集約し、またカーナ

ビも含めた様々な情報デバイスへ共通の情報を配信できる、統合観光情報プラットフォームの

構築を進めているほか、地域のエネルギー資源を有効に活用し、かつ電力などの需要情報を

集約する、地域型スマートグリッドにつながるシステム構築についても検討を行っています。

これらのシステムは、観光だけではなく、非常時においても有効に活用できる汎用なものとし

て考えられており、今回の震災を受けてそうしたサービスを実現させる取組みについても進め

ているところです。
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会名・ご案内 (pdf) 代表幹事

RC-24 ITSに関する研究懇談会 桑原 ほか

RC-59
オーガニック・ビークルダイ

ナミクス研究会

須田 ほか

RC-66
駐車場ITSに関する特別研

究会

田中伸

RC-68 次世代モビリティ研究会 須田 ほか

RC-71
観光ITSに関する研究懇談

会

池内 ほか

RC-72
ITSの国際展開に関する特

別研究会

牧野 ほか

例えば、RC-24 「「「「ITSに関する研究懇談会」に関する研究懇談会」に関する研究懇談会」に関する研究懇談会」で

は、産官学の各方面から講師をお招きし、 ITS関連

の技術開発動向や政策などに関する最新の話題

提供と懇談を通じて活発な意見交換を行っていま

す。 首都圏を中心に多くの企業に参加していただ

いておりますが、 2010年度からはテレビ会議システ

ムを利用して遠隔地の副会場へ同時中継する試

みを開始しました。

特別研究会特別研究会特別研究会特別研究会

特別研究会は、 （財）生産技術研究奨励会 が主催し、 東京大学生産技術研究所を中心とする教員らがとりまとめ役となって

特定のテーマについて産業界との共同研究の企画や調査を通じ、 大学と産業界とのより深化した研究連携を行うものです。 当

センターでは、下表の通りさまざまな特別研究会を設置しております。 ぜひお申し込みください。 【【【【→詳しくは：生産技術研究詳しくは：生産技術研究詳しくは：生産技術研究詳しくは：生産技術研究

奨励会】奨励会】奨励会】奨励会】

RC-24 「「「「ITSに関する研究懇談会」に関する研究懇談会」に関する研究懇談会」に関する研究懇談会」

2010年度年度年度年度

日時 演題・講師

1
2010/ 5/21（金）

19:00-20:30
首都高中央環状山手トンネルの交通・防災安全対策の概要、開通後の評価、今後の展望首都高中央環状山手トンネルの交通・防災安全対策の概要、開通後の評価、今後の展望首都高中央環状山手トンネルの交通・防災安全対策の概要、開通後の評価、今後の展望首都高中央環状山手トンネルの交通・防災安全対策の概要、開通後の評価、今後の展望

田沢誠也 （首都高速道路（株） 東京建設局調査・環境グループ課長）

2
2010/ 6/17（木）

19:00-20:30
警察が推進する警察が推進する警察が推進する警察が推進するITS

加藤晃久 （警察庁 長官官房参事官 高度道路交通政策担当）

3
2010/10/ 1（木）

18:30-20:00
東京都における東京都における東京都における東京都におけるITS関連施策関連施策関連施策関連施策

三木健 （東京都 都市整備局都市づくり政策部開発計画推進担当課長）

4
2010/10/15（金）

18:30-20:00

新成長戦略「日本は何で稼ぎ、何で雇用するのか」新成長戦略「日本は何で稼ぎ、何で雇用するのか」新成長戦略「日本は何で稼ぎ、何で雇用するのか」新成長戦略「日本は何で稼ぎ、何で雇用するのか」 ・・・地域からのイノベーション戦略とは・・・・・・地域からのイノベーション戦略とは・・・・・・地域からのイノベーション戦略とは・・・・・・地域からのイノベーション戦略とは・・・

塚本修 （東京理科大学 特命教授，東京大学生産技術研究所 客員教授，（前）経済産業省 地域経

済産業審議官）

5
2010/11/19（金）

18:30-20:00

日本の科学・技術政策日本の科学・技術政策日本の科学・技術政策日本の科学・技術政策 ―民主党政権になって科学・技術政策はどう変わったか民主党政権になって科学・技術政策はどう変わったか民主党政権になって科学・技術政策はどう変わったか民主党政権になって科学・技術政策はどう変わったか―

藤田明博 （（独）理化学研究所 理事，東京大学生産技術研究所 客員教授，（前）内閣府政策統括

官）

6
2010/12/21（火）

18:30-20:00
NEDO エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーITS推進事業「自動運転・隊列走行の研究開発」推進事業「自動運転・隊列走行の研究開発」推進事業「自動運転・隊列走行の研究開発」推進事業「自動運転・隊列走行の研究開発」

森田康裕 （（財）日本自動車研究所 ITS研究部部長）

7
2011/ 1/27（木）

18:30-20:00
NEDO エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーITS推進事業「国際的に信頼される効果評価方法の確立」推進事業「国際的に信頼される効果評価方法の確立」推進事業「国際的に信頼される効果評価方法の確立」推進事業「国際的に信頼される効果評価方法の確立」

米沢三津夫 （（財）日本自動車研究所 環境政策研究室主管／（兼）エネルギ・環境研究部）

8
2011/ 2/25（金）

18:30-20:00
ITSに関する総務省の最新動向に関する総務省の最新動向に関する総務省の最新動向に関する総務省の最新動向

越後和徳 （総務省 総合通信基盤局電波部移動通信課新世代移動通信システム推進室長）

（敬称略）

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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東大東大東大東大ITSセミナーシリーズセミナーシリーズセミナーシリーズセミナーシリーズ

当センターでは、研究成果の社会還元、地域のニーズに即したITSの普及促進、地域の人材育成、交流を目的としたセミ

ナーを 年3回程度、地域の大学、ITS組織と共同で開催しています。 主に当センターおよび開催地の大学・研究機関・自治

体・諸団体等から 最新の研究、事業の進め方、成果などを相互に紹介するほか、 地域に密着したITSを展開するためのディ

スカッションなどを行っています。

2010年度の開催年度の開催年度の開催年度の開催

ITSセミナーセミナーセミナーセミナー in 青森青森青森青森

2010/ 7/20 （火）

ITSセミナーセミナーセミナーセミナー in 沖縄沖縄沖縄沖縄

2010/ 9/28 （火）

ITSセミナーセミナーセミナーセミナー in 愛知愛知愛知愛知

2011/ 1/18 （火）

ITSセミナーセミナーセミナーセミナー in 長崎長崎長崎長崎

2011/ 2/ 9 （水）

 ©2011 Europa Technologies, Geocentre Consulting, MapIT, SK M&C, Tele Atlas, ZENRIN - 利用規約
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東京大学東京大学ITSITSセミナーシリーズセミナーシリーズ1010

ITSITSセミナーセミナー
in in 青森青森

 2010年7月20日（火）13:00-18:00
 青森市男女共同参画プラザ カダール 5階

AV多機能ホール（地図は下部をご覧ください）
 参加費無料
 お申し込み：先着200名様まで

Webから http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp
または E-mail, FAX にて（裏面をご覧ください）

第Ⅰ部 講演Ⅰ(13:10-14:10)
サステイナブルな交通システム

須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長
ITS時代の交通管理と評価

桑原雅夫 東北大学情報科学研究科教授
東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター兼任教授

ITSの展開～スマートウェイ～
大庭孝之 国土交通省道路局高度道路交通システム(ITS)推進室長

第Ⅱ部 講演Ⅱ (14:20-16:00)
隊列走行のための車線検出システム～エネルギーITS推進事業

小野口一則 弘前大学大学院理工学研究科教授
ITSを用いたスマートウェイサービス展開に向けた取り組みについて

能勢和彦 国土交通省青森河川国道事務所調査第二課課長
青森県におけるEV・PHVの導入普及に向けた取り組みについて

太田均 青森県エネルギー総合対策局エネルギー開発振興課
環境･エネルギー産業振興グループマネージャー

ITSモデル都市実証実験について
宮崎貴雄 青森市都市整備部部長

NPOによるITS推進と新しい公共のあり方について
葛西章史 NPO法人青森ITSクラブ常務理事･事務局長

開会式 (13:00-13:10)
開会挨拶 須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長
来賓挨拶 鹿内博 青森市長

第Ⅲ部 パネルディスカッション (16:10-17:30)
東北新幹線全線開業におけるEV・PHV & ITSについて
モデレータ：中田和一 あおもりITS推進研究会会長
パネリスト：濱舘豊光 青森県エネルギー総合対策局エネルギー開発振興課総括副参事

小笠原要助 (株) トヨタレンタリース青森専務取締役
阿部一能 NPO法人青森ITSクラブ理事長
金澤文彦 国土交通省国土技術政策総合研究所 ITS研究室長
池内克史 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター教授

閉会式
閉会挨拶 桑原雅夫 東北大学情報科学研究科教授

東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター兼任教授

主催：東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター（ITSセンター）
共催：NPO法人青森ITSクラブ
協賛：国土交通省国土技術政策総合研究所
後援：国土交通省青森河川国道事務所，青森県，青森市，

青森商工会議所，あおもりITS推進研究会，NPO法人 ITS Japan
※都合によりプログラムが変更になることがございます。ご了承ください。

総合司会：田中敏久東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター客員教授

会場

P

7

あおもり

会場のご案内 N

東京大学生産技術研究所 先進モビリティ研究センター 2010年度（平成22年度） 年報 
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 開会挨拶開会挨拶 (13:00(13:00--13:05)13:05)

須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授

 第１部第１部 (13:05(13:05--13:50)13:50)：講演：講演

サステイナブルな交通システム

須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授

オンデマンド交通が支える少子高齢化社会

大和裕幸 東京大学大学院新領域創成科学研究科長・教授

長崎エビッツによる“しま”の活性化

鈴木高宏 東京大学生産技術研究所 客員准教授

長崎県産業労働部 政策監［EV&ITS（エビッツ）担当］

 第２部第２部 (14:00(14:00--15:00)15:00)：講演：講演

次世代交通とITS

古堅國雄 沖縄県与那原町長

ITSにおける情報テクノロジー

宮城隼夫 琉球大学 副学長・教授

沖縄における、ITSのこれまでの取り組み

金城博 内閣府沖縄総合事務局開発建設部道路建設課長

 第３部第３部 (15:10(15:10--15:30) : 15:30) : 講演講演

ITS情報空間（現在・過去・未来）

池内克史 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター 教授

小野晋太郎 同 特任助教 ／ 株式会社アスカラボ 技術アドバイザー

 第４部第４部 (15:40(15:40--17:05) 17:05) パネルディスカッション「沖縄の道路交通の課題とパネルディスカッション「沖縄の道路交通の課題とITSITS」」

モデレータ：須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授

パネリスト：宮城隼夫 琉球大学 副学長・教授

古堅國雄 沖縄県与那原町長

金城博 内閣府沖縄総合事務局開発建設部道路建設課長

大和裕幸 東京大学大学院新領域創成科学研究科長・教授

 第第５５部部 (17:05(17:05--17:10)17:10)：総括：総括

横井秀俊 東京大学生産技術研究所 教授

 閉会挨拶閉会挨拶 (17:10(17:10--17:15)17:15)

矢吹哲哉 沖縄の土木技術を世界に発信する会 会長・琉球大学名誉教授

総合司会：田中敏久 東京大学生産技術研究所
先進モビリティ研究センター 客員教授

台風等のため中止になる場合のみ、事前にお申込みの方には
前日27日（月）17:00 までにメールでお知らせいたします。
Webページ http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp でもお知らせします。
当日のお問合わせ先： (社）沖縄建設弘済会 Tel: 098-879-2087

主催：東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター
（ITSセンター）

共催：沖縄の土木技術を世界に発信する会
協賛：国土交通省国土技術政策総合研究所
後援：沖縄総合事務局・沖縄県・琉球大学工学部・那覇市・

与那原町・（社）沖縄建設弘済会

20102010年年99月月2828日（火）日（火）13:0013:00--17:1517:15

てんぶす那覇・テンブスホールてんぶす那覇・テンブスホール
参加費無料・定員参加費無料・定員200200名様（先着）名様（先着）
お申し込みお申し込み http://www.its.iis.uhttp://www.its.iis.u--tokyo.ac.jptokyo.ac.jp

池内研究室と株式会社アスカラボ（東
大発ベンチャー企業）ほかでは、ただい
ま開催中の平城遷都1300年祭において、
トラムと最先端の映像技術(MR)を組み

合わせた観光体験システムのデモを
行っています。当日は現地の様子およ
び池内教授の講演を、奈良・平城宮跡
からネット中継でお届けする予定です。

遠隔

東京大学東京大学ITSITSセミナーシリーズセミナーシリーズ1111
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プログラム

 開会挨拶（13:00-13:10）
須田 義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授

佐々木 雄太 愛知県立大学 学長

 第1部（13:10-14:10）：講演1
「サステイナブルな交通システム」

須田 義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授

「ITS時代の交通管理と評価」

桑原 雅夫 東北大学大学院情報科学研究科 教授

東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター 兼任教授

「ITS情報空間（現在、過去、未来）」

池内 克史 東京大学大学院情報学環・生産技術研究所先進モビリティ研究センター 教授

 第2部（14:20-15:35）：講演2
「Light Deviceでつながる車」

森川 高行 名古屋大学大学院環境学研究科 教授

「ITSによる自動車交通の省エネルギー化と環境負荷低減」

津川 定之 名城大学理工学部情報工学科 教授

「交通事故死ゼロへの挑戦－ドライバモニタリングによる快適・安全・安心技術の開発－」

小栗 宏次 愛知県立大学情報科学部情報システム学科 教授

 第3部（15:45-17:50）：講演3
「警察によるITSのこれまでの実績と今後の展開」

渋谷 秀悦 警察庁交通局交通企画課長補佐

「ITSにおける電波利用システムの最近～東海総合通信局の取り組みを中心に～」

加藤 博 総務省東海総合通信局無線通信部長

「中部地域における次世代自動車クラスター形成とITSの活用」

岡田 武 経済産業省中部経済産業局地域経済部長

「ITSスポットサービスの普及促進に向けた取り組みについて」

菊地 春海 国土交通省中部地方整備局道路部長

「自動車運送事業におけるITSの取り組み 」

前田 陽一 国土交通省中部運輸局交通環境部長

 閉会挨拶（17:50-17:55）
岩田 彰 名古屋工業大学大学院おもひ領域 教授・愛知県ITS推進協議会 議長

≪総合司会：田中 敏久 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター 客員教授≫

主催：東京大学生産技術研究所先進モビリティ
研究センター（ITSセンター）
愛知県ITS推進協議会

愛知県立大学
協賛：国土交通省国土技術政策総合研究所

日日 時時：：20112011年年11月月1818日（火）日（火）13:0013:00--17:5517:55

会会 場場：：愛愛知県立大学長久手キャンパス講堂知県立大学長久手キャンパス講堂

参参加費加費：：無料無料（申込み方法は裏面をご覧下さい）（申込み方法は裏面をご覧下さい）

東京大学ITSセミナーシリーズ12

お問合せ：東京大学ITSセンター事務局 TEL 03-5452-6565

ながくて

※プログラム・登壇者は予告なく変更する場合がございます

ITSITSセミセミナーナー in in 愛愛知知
～～ ゼロエミッションゼロエミッションITSITSへの挑戦への挑戦 ～～
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 開会挨拶 (13:00-13:15)
須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授

藤井 健 長崎県副知事

中島憲一郎 長崎大学副学長（産学連携担当）

 第１部 (13:15-14:20)：講演Ⅰ

「サステイナブルな交通システム」

須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授

「環境共生未来都市とエネルギーマネジメント」

野城智也 東京大学生産技術研究所長・教授

「ITS センシング技術による流れの観察と評価」

桑原雅夫 東北大学大学院情報科学研究科 教授

東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター 兼任教授

 第２部 (14:20-15:40)：講演Ⅱ

「斜面地の生活と交通」

石松隆和 長崎大学工学部 教授、NPO長崎斜面研究会 会長

「島原半島の新しい観光におけるエネルギー資源の活用」

宮田 隆 道守長崎会議 代表世話人

「二次電池を利用した地域エネルギーネットワークの構築」

栗原 幹 三菱重工業株式会社長崎造船所 副所長

「長崎における交通と道路管理」

大儀健一 国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所長

 休憩 (15:40~15:50)

 第３部 (15:50-17:30)：講演及びパネルディスカッション
「EV&ITSによる離島の活性化」

鈴木高宏 長崎県産業労働部 政策監（EV&ITS推進担当）

東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター 客員准教授

「ITS情報空間とスマートツーリズム」

池内克史 東京大学大学院情報学環・生産技術研究所先進モビリティ研究センター 教授

 パネルディスカッション「長崎の地域的課題とITS ～斜面，離島，観光～」

モデレータ：

山下敬彦 長崎大学共同研究交流センターチーフコーディネーター・教授

パネリスト：

石松隆和 長崎大学工学部 教授、NPO長崎斜面研究会 会長

宮田 隆 道守長崎会議 代表世話人

大儀健一 国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所長

鈴木高宏 長崎県産業労働部 政策監（EV&ITS推進担当）

東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター 客員准教授

池内克史 東京大学大学院情報学環・生産技術研究所先進モビリティ研究センター 教授

 閉会挨拶 (17:30-17:40)
石松隆和 長崎ITS推進研究会設立準備会議，長崎大学工学部 教授

20112011年年 22月月 99日日((水水)) 13:0013:00--17:4017:40

長崎歴史文化博物館長崎歴史文化博物館 11階ホール階ホール
参加費無料，先着参加費無料，先着100100名様名様

東京大学東京大学ITSITSセミナーシリーズセミナーシリーズ1313

お問い合わせ

東京大学ITSセンター事務局 TEL: 03-5452-6565

※プログラム・登壇者は予告なく変更する場合があります

ITSITSセミナーセミナー in in 長崎長崎

主催：東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター(ITSセンター)
共催：長崎大学
協賛：国土交通省国土技術政策総合研究所
後援：長崎県，国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所

～課題解決先進県としての長崎，斜面・離島・観光～～課題解決先進県としての長崎，斜面・離島・観光～

【敬称略】

《総合司会》 鈴木高宏 長崎県産業労働部 政策監（EV&ITS推進担当）／東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター 客員准教授
森田千尋 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 准教授
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社会人のための社会人のための社会人のための社会人のためのITS専門講座専門講座専門講座専門講座

総合融合工学とされるITSは、事業化の難しさ

と人材不足が実現を阻害する要因とも言われま

す。

事業所内での教育がなかなか難しいという

ITS関連の企業からの要望にお応えして、 ITS

センターでは、主に企業技術者、地方自治体担

当者・政策立案者、大学関係者などの皆様を対

象として ITSの技術開発、事業化および地域展

開に必要な人材を育成するための専門講座を

毎年開催しています。

※第4回までは国際・産学共同研究センター（当時）の主催

です。

これまでの開催これまでの開催これまでの開催これまでの開催

開催日 開催地 プログラム 記事

7 2011/ 2/1 東京大学生産技術研究所 プログラム

6 2010/ 3/8-9 東京大学柏キャンパス・ 生産技術研究所 プログラム

5 2008/10/28 東京大学生産技術研究所 プログラム

4 2007/ 9/20 東京大学生産技術研究所 千葉実験所 プログラム

3 2006/11/29-30 東京大学生産技術研究所 プログラム

2 2005/10/28 東京大学生産技術研究所 プログラム

1 2004/ 9/24-25 東京大学生産技術研究所 プログラム --
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東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター（ITSセンター）では、前身の先進モビリティ連携研究センター以来、

総合融合工学としてのITSの研究を効果的に推進し、交通工学、機械工学、電子・電気工学、土木工学等の研究室の横断

的連携によって多くの成果を収めてまいりました。その成果を広く社会還元するとともに、講師による講演と研究室の見学

を通じて知り得た最新の研究開発状況を皆さまの ITS の技術開発や事業化あるいは地域展開に必要な人材育成に役立

てていただくことを目的として、毎年、社会人向けの ITS 専門講座を開催しております。 

本年度は、ITS センターのメンバー、および連携メンバーによる最新の ITS の研究成果の報告と研究室見学を企画して

おります。特に、後半の講演は、最近話題の次世代電気自動車について、最新の研究開発の状況の報告がございます。

企業の ITS 開発・事業化担当部署、自治体の政策立案・産学連携担当部署、大学・研究所・公設試験研究機関の担当者

の皆さまのご参加をいただきたくご案内申し上げます。 

日   時 2011 年 2 月 1 日（火）【受付開始】9:00～ 【専門講座】9:30～16:40 

場   所 東京大学生産技術研究所コンベンションホール（An 棟 2F） 

東京都目黒区駒場 4-6-1 東京大学生産技術研究所ホームページ：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp 

主   催 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター（ITS センター） 

資 料 代 2,000 円（当日お支払い下さい） 

懇 親 会 2,000 円（当日お支払い下さい） 

お申込み 参加ご希望の方は下記 Web ページからお申し込みください。 

先進モビリティ研究センターホームページ：http://www.its.iis.u-tokyo.ac.jp 

※参加申込締切：2011 年 1 月 28 日（金） 

【ご注意】 

※準備の都合上、締切直前のお申込みの場合は資料を冊子体でお渡しできないことがございます。 

※1 月 28 日までにキャンセルのご連絡が無く当日ご欠席の場合は資料代を請求させていただきます。 

プログラム                           総合司会：田中伸治（東京大学生産技術研究所 講師） 

9:30～9:45 開講挨拶 野城智也 東京大学生産技術研究所長 

須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長 

9:45～10:20 最近の ITS センターの活動（1）「サステイナブルな交通システム」 

須田義大 東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター長・教授 

先進モビリティの研究では、分野融合や地域連携などの取り組みが重要である。本研究センターでは機

械、情報通信、土木、交通、電気・電子、音響等の様々な分野の最先端の技術を融合し、人・インフラ・ビーク

ルの協調、モーダルミックス、産学官民の連携に重点を置いたサステイナブルな交通システムの実現に向け

た研究を推進している。「環境低負荷・低炭素社会」、「安心・安全」、「快適・健康」を目標に進めている先進

モビリティの分野融合研究について、ドライビングシミュレータと交通シミュレーションを融合した複合現実感

高越実験スペースと、千葉実験所の実証実験フィールドを活用した事例や、地域連携による実用化研究事

例等を紹介する。 

10:20～10:55 最近の ITS センターの活動（2）「観光 ITS とクラウドコンピューティング」 

池内克史 東京大学大学院情報学環 教授 

 「観光立国・地域活性化戦略」は、10兆円規模の経済波及効果が見込まれるとされる、2020 年に向けた新

成長戦略の目玉である。当センターおよび株式会社アスカラボ（大学発ベンチャー企業）では、人々の観光

行動を 動機付け・学習・訪問・感動・再訪 の各段階に分け、様々な表示デバイスや交通機関を組み合わせ

て円滑な案内をサポートする試みを行っており、2010 年 10 月には奈良県平城宮跡での実証実験を行った。

本講ではこれらの取り組みや，その基礎となる技術について紹介する。 

10:55～11:05 休憩 

11:05～11:40 

 

最近の ITS センターの活動（3） 「ITS センシング技術による流れの観察と評価」 

桑原雅夫 東北大学情報科学研究科教授 

東京大学生産技術研究所先進モビリティ研究センター兼任教授 

『社会人のための ITS 専門講座』開催のご案内 
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 従来の車両感知器のほか、最近では車番読み取り装置や画像センサー、光ビーコン、プローブ車両、ETC

といった、さまざまなセンシング技術が開発されてきている。今回はこれらの多様なセンシング情報を融合し

ながら、道路上の１地点・複数地点における交通の流れや、道路区間・面的に広がるネットワーク全体の流

れを観察して評価する方法について、交通シミュレーションモデル等の解析ツールの紹介も交えながら、概

説する。 

各回（約 20 分） 

12:00～ 

12:30～ 

須田研究室 

「ドライビングシミュ

レータ」 

桑原研究室 

田中（伸）研究室 

「大規模交通シミュレーショ

ンと交通マネジメント」 

坂本研究室 

「都市における音

環境のデザイン」 

上条研究室 

「安全安心のための画

像センサー技術」 

12:00～14:00 

昼休み及び 

研究室見学 

※見学はご関

心のある研究

室を自由にお

回りください 

13:00～ 

13:30～ 

池内研究室 

「ITS計測車両／MR

技術による遺跡復

元と観光案内」 

加藤（信）研究室 

「市街地で意図的に放出さ

れた健康影響物質の拡散

性状の風洞実験」 

橋本研究室 

「空間の知能化」 

中野研究室 

「モビリティの制御と信

号処理」 

14:20～15:00 「モータ／キャパシタ／ワイヤレスで描く未来のクルマ社会」 

堀 洋一 大学院新領域創成科学研究科 先端エネルギー工学専攻 

       大学院工学系研究科 電気系工学専攻 教授 

 将来のクルマが電気モータで動き、電力インフラにつながることは確実であるが、500km を走るエネルギ

ーストレージは本当に必要だろうか。本講演ではリチウムイオン電池一辺倒の現状に疑問を投げかける。電

気自動車が電力インフラから直接エネルギーをもらって走れば，航続距離とは「電力インフラから離れても安

心できる距離」程度の意味しかもたなくなり、「ちょこちょこ充電」あるいは「走行中充電」しながら走る電車の

ようなクルマが普通になる。そこでは「電池からキャパシタへの移行」と「ワイヤレス給電」がキーとなる。さら

に，モータの優れた制御性を生かした「モーション制御」が当たり前となって、エネルギーと安全性性の面で

大きく貢献するだろう。キャパシタ電気自動車は「オートチャージの Suica」にたとえられ、ワイヤレス給電は

「エネルギー版 ETC」と言える。ワイヤレス給電によるキャパシタ電気自動車は、ライフスタイルを変えるもの

ではない。電池を使わなければ、クルマへのエネルギー供給手段とその使い方は，全く関係ないのである。 

15:00～15:40 「安全性／快適性／航続距離を改善する電気自動車の運動制御」 

藤本博志 東京大学大学院新領域創成科学研究科 先端エネルギー工学専攻 

大学院工学系研究科 電気系工学専攻 准教授 

 電気自動車は、そのエネルギー効率と環境性能の高さが大きく注目を集め、電池性能の急速な発展によ

り、各社から市販化が開始されている。さらに車両運動制御の観点からも、トルク応答が高速であること、発

生トルクが正確に把握可能であること、各輪の独立駆動が可能となることなど、大きな魅力がある。本研究

室では、電動自動車の運動制御性能の研究を追及するために、前後輪に電動アクティブステアリング機構

を、４輪に大トルクのダイレクトドライブインホイールモータを搭載した、完全オリジナルの電気自動車を製作

した。本講演では、この車両を用いたトラクション制御や車両姿勢制御、力行・回生トルクによる急制動時の

ピッチング制御、航続距離延長制御システムなど、本研究室で開発した各種の運動制御技術の説明を行

い、電気自動車の利点を明らかにする。 

15:40～15:50 休憩 

15:50～16:30 「システム創成論的に観た電気自動車の普及と新社会インフラ、そしてパーソナルモビリティ」 

長谷川孝明 埼玉大学大学院理工学研究科 教授 

 ライフスタイル・価値観と数理物理・科学技術の両面から考えるシステム創成論の観点から、電気自動車

の普及と新社会インフラを議論する。かつて人類の体験したことない社会の状況に関して、本質的な問題を

きれいに定式化し、そのソリューションを皆で創り上げて行くことは先頭国の責務である。電気自動車ラスト

10m 問題に対する非接触給電によるソリューション、料金支払いに対するジャスト・ワン・ビルによるソリュー

ション、これらを併せることで時空間平準化のスーパースマートグリッドの可能性が見えてくる。この際にはエ

ネルギー社会インフラの施策・方向性と産官学の連携は重要な事項となる。また、システム創成論的に見た

パーソナルモビリティの新たなモード、パーソナルモビリティ機器の考え方や可能性も実例を挙げて議論す

る。 

16:30～16:40 閉講挨拶 池内克史 東京大学大学院情報学環 教授 

17:00～ 懇親会 ※参加希望の方のみ 

                                        ※プログラムは予告なく変更になる場合がございます。 
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日付 機関名 国

2010/5/17 三菱自動車工業（株） 日本 常務取締役 相川哲郎 氏 ほか

警察庁 交通局 交通規制課

交通管制技術室

日本 室長 彦坂正人 氏 ほか

総務省 総合通信基盤局

電波部 移動通信課

日本 国際係長 大塚恵理 氏

富士通（株） 日本 主席部長 岩本幸男 氏 ほか

三菱プレシジョン（株） 日本 代表取締役 北山忠善 氏 ほか

（株）デンソー 日本 常務役員 岩田悟志 氏 ほか

2010/7/9 東南大学 中国 Professor Zhang Youg ほか

2010/7/22
カリフォルニア州立大学

バークレー校 PATH アメリカ Professor Wei-Bin Zhang

2010/8/20
The International Conference on Motion and

Vibration Control (MOVIC) 2010
参加者団体

2010/9/3 INRIA / IMARA フランス

2010/10/6 東日本高速道路（株） 日本 次長 伊勢田敏 氏

2010/10/13 デルフト工科大学 オランダ Professor Serge Hoogendoorn

2010/10/25 Simens AG ドイツ Senior Consultant Uwe Splettstoesser  ほか

Dean Wenxian Yu

Professor Peilin Liu

韓国鉄道技術研究院 韓国

Principal
Researcher

Hyun-Moo Hur

東国大学 韓国 Professor Moon Kyu Kwak

2011/3/2  同済大学 中国 Professor Prof. Wu Guangqiang

ご来訪・ご⾒学 受け⼊れ情報

2010/11/22 上海交通大学 中国

2011/1/19

氏名

2010/6/3
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a
h

a
ra

, 
M

.P
ro

ce
ed

in
gs

 o
f I

n
fr

a
st

ru
ct

ur
e

P
la

n
n

in
g，

 J
a

pa
n

 S
oc

ie
ty

 o
f C

iv
il

E
n

gi
n

ee
rs

V
ol

. 
41

20
10

年
6月

性
能
照
査
型
道
路
計
画
設
計
に
基
づ
く
登
坂
車
線
の
設
計
概
念

洪
性
俊
，
大
口
敬

第
41

回
土
木
計
画
学
研
究
発
表
会
・
講

演
集

C
D

-
R

O
M

20
10
年

6月

E
va

lu
a

tio
n

 o
f G

ro
up

-b
a

se
d 

S
ig

n
a

l C
on

tr
ol

 t
h

ro
ug

h
 F

ie
ld

O
pe

ra
tio

n
a

l T
es

ts
N

a
n

, 
K

.,
 A

lh
a

jy
a

se
en

, 
W

.,
 N

a
ka

m
ur

a
, 

H
.,

A
sa

n
o,

 M
.,

 a
n

d 
T

a
n

g,
 K

.

P
ro

ce
ed

in
gs

 o
f t

h
e 

41
st

 I
n

fr
a

st
ru

ct
ur

e
P

la
n

n
in

g 
C

on
fe

re
n

ce
 o

f J
a

pa
n

 S
oc

ie
ty

of
 C

iv
il 

E
n

gi
n

ee
ri

n
g

20
10

年
6月

車
載
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
市
街
映
像
か
ら
の
ロ
バ
ス
ト
な
前

景
物
除
去
手
法

栗
林
宏
輔
，
小
野
晋
太
郎
，
川
崎
洋
，
池
内
克

史

第
16

回
画
像
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 (

S
S

II)
20

10
年

6月

複
数
車
載
カ
メ
ラ
映
像
の
時
空
間
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
広
域
都

市
モ
デ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

小
野
晋
太
郎
，
松
久
亮
太
，
川
崎
洋
，
池
内
克

史

第
16

回
画
像
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 (

S
S

II)
20

10
年

6月

３
次
元
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
バ

イ
ヨ
ン
寺
院
尊
顔
の
政
策
背
景
調
査

鎌
倉
真
音
，
大
石
岳
史
，
高
松
淳
，
池
内
克
史

日
本
文
化
財
科
学
会
第

27
回
大
会

20
10

年
6月

パ
ノ
ラ
マ
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
古
墳
壁
画
の

紋
様
検
出

森
本
哲
郎
，
朽
津
信
明
，
池
内
克
史

日
本
文
化
財
科
学
会
第

27
回
大
会

20
10

年
6月

バ
イ
ヨ
ン
内
回
廊
バ
・
レ
リ
ー
フ
の
保
存
研
究
に
お
け
る
着
生

物
の
ス
ペ
ク
ト
ル
解
析

千
葉
麻
由
子
，
森
本
哲
郎
，
片
山
葉
子
，
池
内

克
史

日
本
文
化
財
科
学
会
第

27
回
大
会

20
10

年
6月
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国
内
学
会
講
演
等

非
ラ
ン
バ
ー
ト
拡
散
反
射
に
対
す
る
照
度
差
ス
テ
レ
オ

肥
後
智
昭
，
松
下
康
之

，
池
内
克
史

画
像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(M
IR

U
 2

01
0)

2 0
10

年
7月

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
基
づ
く
大
規
模
モ
デ

ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
描
画
シ
ス
テ
ム

岡
本
泰
英
，
大
石
岳
史
，
池
内
克
史

画
像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(M
IR

U
 2

01
0)

20
10
年

7月

時
空
間
特
徴
を
用
い
た
車
載
カ
メ
ラ
映
像
マ
ッ
チ
ン
グ

小
野
晋
太
郎
，
松
久
亮
太
，
川
崎
洋
，
池
内
克

史

画
像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(M
IR

U
 2

01
0)

20
10
年

7月

平
面
群
構
造
を
利
用
し
た
移
動
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
の
前
景
物
と

テ
ク
ス
チ
ャ
面
の
自
動
分
離

栗
林
宏
輔
，
子
安
大
士
，
前
川
仁
，
川
崎
洋
，

小
野
晋
太
郎
，
池
内
克
史

画
像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(M
IR

U
 2

01
0)

20
10
年

7月

複
数
の
入
力
ス
ペ
ク
ト
ル
を
用
い
た
対
数
空
間
に
お
け
る
光
源

と
反
射
率
推
定
の
ロ
バ
ス
ト
化
の
検
証

小
林
由
枝
，
川
上
　
玲
，
池
内
克
史

画
像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(M
IR

U
 2

01
0)

20
10
年

7月

屋
外
複
合
現
実
感
の
た
め
の
単
画
像
か
ら
の
光
源
環
境
設
定

工
藤
雷
太
，
川
上
玲
，
大
石
岳
，
池
内
克
史

画
像
の
認
識
・
理
解
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(M
IR

U
 2

01
0)

20
10
年

7月

始
動
し
た
柏
の
葉
地
区
に
お
け
る

IT
S
実
証
実
験
モ
デ
ル
都
市
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

須
田
義
大
，
平
沢
隆
之
，
牧
野
浩
志
，
田
中
伸

治
，
池
内
克
史
，
田
中
敏
久

日
本
機
械
学
会
年
次
大
会

講
演
論
文

集
V

ol
. 

7
4 0

5-
40

6
20

10
年

9月

自
動
車
運
転
時
の
横
加
速
度
と
胸
鎖
乳
突
筋
の
筋
電
位
の
関
係

岡
本
裕
司
，
中
野
公
彦
，
大
堀
真
敬
，
須
田
義

大
，
堀
重
之

日
本
機
械
学
会
年
次
大
会

講
演
論
文

集
V

ol
. 

7
40

9-
41

0
20

10
年

9月

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
転
に
伴
う
ア
ク
セ
ル
操
作
が
も
た
ら
す
下
肢

筋
疲
労
分
析

山
邉
茂
之
，
鄭
仁
成
，
中
野
公
彦
，
安
藝
雅

彦
，
須
田
義
大

日
本
機
械
学
会
年
次
大
会

講
演
論
文

集
V

ol
. 

7
41

3-
41

4
20

10
年

9月

隊
列
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
の
ス
ト
レ
ス
評
価

鄭
仁
成
，
山
邉
茂
之
，
中
野
公
彦
，
大
堀
真

敬
，
安
藝
雅
彦
，
須
田
義
大

日
本
機
械
学
会
年
次
大
会

講
演
論
文

集
V

ol
. 

7
41

5-
41

6
20

10
年

9月

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ビ
ー
ク
ル
の
多
角
的
評
価
の
試
み

中
川
智
晧
，
中
野
公
彦
，
須
田
義
大
，
平
山
遊

喜

日
本
機
械
学
会
年
次
大
会

講
演
論
文

集
V

ol
. 

7
4 2

5-
42

6
20

10
年

9月

省
エ
ネ
型
交
通
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
軌
道
の
縦
断
面
曲
線
設
計

法
の
検
討

安
藝
雅
彦
，
須
田
義
大
，
音
羽
勇
哉
，
平
沢
隆

之
，
山
口
大
助
，
表
久
紀
，
金
山
泰
雄
，
関
口

明
浩

日
本
機
械
学
会
年
次
大
会

講
演
論
文

集
V

ol
. 

7
42

7-
42

8
20

10
年

9月
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国
内
学
会
講
演
等

人
力
で
走
行
す
る
倒
立
振
子
型
安
定
化
車
両
の
操
舵
性
能

中
川
智
晧
，
中
野
公
彦
，
須
田
義
大
，
平
山
遊

喜

日
本
機
械
学
会

 D
yn

a
m

ic
s 

&
 D

es
ig

n
C

on
fe

re
n

ce
 2

01
0

N
o.

 1
0-

8,
N

o.
 3

34
20

10
年

9月

実
台
車
を
用
い
た
乗
り
上
が
り
脱
線
模
擬
実
験
に
よ
る
脱
線
予

兆
検
地
シ
ス
テ
ム
の
検
証

安
藝
雅
彦
，
辻
隆
史
，
洪
介
仁
，
林
世
彬
，
須

田
義
大
，
山
下
高
賢
，
日
置
潤
一
，
国
見
敬
，

川
鍋
哲
也

日
本
機
械
学
会

 D
yn

a
m

ic
s 

&
 D

es
ig

n
C

on
fe

re
n

ce
 2

01
0

N
o.

 1
0-

8,
N

o.
 4

54
20

10
年

9月

省
エ
ネ
型
と
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ラ
イ
ド
」
の
台
車
緩

衝
機
構
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

山
口
大
助
，
須
田
義
大
，
安
藝
雅
彦
，
音
羽
勇

哉
，
表
久
紀
，
金
山
泰
雄
，
関
口
明
浩

日
本
機
械
学
会

 D
yn

a
m

ic
s 

&
 D

es
ig

n
C

on
fe

re
n

ce
 2

01
0

N
o.

 1
0-

8,
N

o.
 5

41
20

10
年

9月

快
適
性
モ
デ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
省
エ
ネ
小
型
公
共
交
通
の
車
内

空
間
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
基
礎
検
討

平
沢
隆
之
，
須
田
義
大
，
音
羽
勇
哉
，
竹
原
昭

一
郎
，
表
久
紀

日
本
機
械
学
会

 D
yn

a
m

ic
s 

&
 D

es
ig

n
C

on
fe

re
n

ce
 2

01
0

N
o.

 1
0-

8,
N

o.
 6

43
20

10
年

9月

信
号
表
示
を
考
慮
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
評
価

山
口
大
助
，
市
原
隆
司
，
熊
野
史
朗
，
佐
藤
洋

一
，
須
田
義
大
，
李
曙
光

自
動
車
技
術
会
秋
季
学
術
講
演
会

20
10

57
27

15
-1

8
20

10
年9
月

運
転
技
量
差
を
表
現
す
る
ド
ラ
イ
バ
モ
デ
ル
構
築
に
関
す
る
研

究
（
第

2報
）

下
山
修
，
須
田
義
大
，
山
口
大
助

自
動
車
技
術
会
秋
季
学
術
講
演
会

20
10

56
91

5-
10

20
10

年
9月

電
磁
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
型
車
の
操
安
性
向
上
制
御

（
第

2報
）

中
野
公
彦
，
鈴
木
啓
祐
，
須
田
義
大
，
小
林
こ

ず
え
，
佐
々
木
隆
，
木
下
和
人
，
上
妻
文
英
，

伊
藤
隆
，
上
原
栄
治

自
動
車
技
術
会
秋
季
学
術
講
演
会

20
10

56
25

11
-1

4
20

10
年9
月

IT
S
車
載
器
を
利
用
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
の
実
用
化
に
向
け
た
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
験
環

境
の
構
築

平
沢
隆
之
，
牧
野
浩
志
，
須
田
義
大

自
動
車
技
術
会
秋
季
学
術
講
演
会

20
10

57
24

17
-2

0
20

10
年9
月

自
動
車
運
転
時
の
横
加
速
度
と
胸
鎖
乳
突
筋
の
筋
電
位
の
関

係
，

C
or

re
la

tio
n

 b
et

w
ee

n
 la

te
ra

l a
cc

el
er

a
tio

n
 a

n
d

el
ct

ro
m

yo
gr

a
m

 o
f s

te
rn

oc
le

id
om

a
st

oi
d 

m
us

cl
es

 in
 d

ri
vi

n
g岡

本
裕
司
，
中
野
公
彦
，
大
堀
真
敬
，
須
田
義

大
，
堀
重
之

日
本
機
械
学
会

20
10

年
度
年
次
大
会
講

演
論
文
集

V
ol

. 
7,

 N
o.

1 0
-1

40
9-

41
0

20
10
年

9月

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
転
に
伴
う
ア
ク
セ
ル
操
作
が
も
た
ら
す
下
肢

筋
疲
労
分
析
，

A
n

a
ly

si
s 

of
 M

us
cl

e 
F

a
tig

ue
 o

f L
ow

er
 L

im
b

w
ith

 G
a

s 
P

ed
a

l O
pe

ra
tio

n
 d

ur
in

g 
E

co
-d

ri
vi

n
g

，

山
邊
茂
之
，
鄭
仁
成
，
中
野
公
彦
，
安
藝
雅

彦
，
須
田
義
大

日
本
機
械
学
会

20
10

年
度
年
次
大
会
講

演
論
文
集

V
ol

. 
7,

 N
o.

1 0
-1

41
3-

41
4

20
10
年

9月

隊
列
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
の
ス
ト
レ
ス
評
価
，

E
va

lu
a

tio
n

 o
f

D
ri

ve
r 

S
tr

es
s 

in
 A

ut
om

a
tic

 P
la

to
on

in
g

鄭
仁
成
，
山
邊
茂
之
，
中
野
公
彦
，
大
堀
真

敬
，
安
藝
雅
彦
，
須
田
義
大

日
本
機
械
学
会

20
10

年
度
年
次
大
会
講

演
論
文
集

V
ol

. 
7,

 N
o.

10
-1

41
5-

41
6

20
10
年

9月

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ビ
ー
グ
ル
の
多
角
的
評
価
の
試

み
，

A
pp

ro
a

ch
 t

o 
M

ul
tip

le
 E

va
lu

a
tio

n
s 

of
 P

er
so

a
l M

ob
ili

ty
V

eh
ic

le
s

中
川
智
皓
，
中
野
公
彦
，
須
田
義
大
，
平
山
遊

喜

日
本
機
械
学
会

20
10

年
度
年
次
大
会
講

演
論
文
集

V
ol

. 
7,

 N
o.

1 0
-1

42
5-

42
6

20
10
年

9月
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国
内
学
会
講
演
等

人
力
で
走
行
す
る
倒
立
振
子
型
安
定
化
車
両
の
操
舵
性
能
，

S
te

er
in

g 
P

er
fo

rm
a

n
ce

 o
f a

 H
um

a
n

-P
ow

er
ed

 D
yn

a
m

ic
a

lly
S

ta
bi

liz
ed

 v
eh

ic
le

中
川
智
皓
，
中
野
公
彦
，
須
田
義
大
，
平
山
遊

喜

日
本
機
械
学
会

 D
yn

a
m

ic
 a

n
d 

D
es

ig
n

C
on

fe
-r

en
ce

 2
01

0
N

o.
 1

0-
8,

14
-1

8
33

4
20

10
年

9月

動
特
性
を
考
慮
し
た
独
立
成
分
分
析
法
を
用
い
た
車
両
振
動
の

解
析
，

A
n

a
ly

si
s 

on
 V

eh
ic

le
’s

 V
ib

ra
tio

n
 U

si
n

g 
In

de
pe

n
de

n
t

C
om

po
n

en
t 

A
n

a
ly

si
s 

C
on

si
de

ri
n

g 
D

yn
a

m
ic

a
l P

ro
pe

rt
ie

s
中
村
弘
毅
，
中
野
公
彦

日
本
機
械
学
会

 D
yn

a
m

ic
 a

n
d 

D
es

ig
n

C
on

fe
re

n
ce

 2
01

0
N

o.
 1

0-
8,

14
-1

8
45

5
20

10
年

9月

閉
空
間
の
音
響
モ
ー
ド
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
た
窓
ガ
ラ
ス
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
遮
音
，

A
ct

iv
e 

tr
a

n
sm

is
si

on
 lo

ss
 c

on
tr

ol
 o

f a
w

in
do

w
pa

n
e 

a
ffe
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講
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よ
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小
野
晋
太
郎
，
川
崎
洋
，
池
内
克

史
，

In
 S

o 
K

w
eo

n
第

9回
IT

S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pe
er

-R
ev

ie
w

 P
ro

ce
ed

in
gs

11
5-

12
0

20
10
年

12
月

平
面
群
構
造
を
利
用
し
た
車
載
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
前
景
障
害
物
除
去
シ
ス
テ
ム

栗
林
宏
輔
，
子
安
大
士
，
前
川
仁
，
小
野
晋
太

郎
，
川
崎
洋
，
池
内
克
史

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pe
er

-R
ev

ie
w

 P
ro

ce
ed

in
gs

12
1-

12
6

20
10
年

12
月

3次
元

F
D

T
D
法
に
よ
る
車
室
内
音
場
解
析

 -
拡
張
作
用
境
界
モ
デ

ル
の
適
用

-
鹿
野
洋
，
横
山
栄
，
坂
本
慎
一
，
笹
岡
岳
陽
，

波
頭
伸
哉

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pe
er

-R
ev

ie
w

 P
ro

ce
ed

in
gs

 
12

7-
13

2
20

10
年

12
月
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国
内
学
会
講
演
等

移
動
体
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
基
づ
く
自
律
パ
ー
ソ
ナ
ル
ビ
ー
ク
ル

の
位
置
推
定
支
援

P
es

h
a

la
 G

. 
Ja

ya
se

ka
ra

，
佐
々
木
毅
，
橋
本
秀

紀

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pe
er

-R
ev

ie
w

 P
ro

ce
ed

in
gs

13
3-

13
8

20
10
年

12
月

車
載
カ
メ
ラ
映
像
の
時
空
間
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
自
車
位
置
推

定

小
野
晋
太
郎
，
松
久
亮
太
，

 川
崎
洋
，

 池
内

克
史

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

P e
er

-R
ev

ie
w

 P
ro

ce
ed

in
gs

13
9-

14
4

20
10
年

12
月

大
型
車
・
車
室
内
に
お
け
る
音
環
境
に
関
す
る
主
観
評
価
実
験

横
山
栄
，
矢
野
博
夫
，
橘
秀
樹

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pe
er

-R
ev

ie
w

 P
ro

ce
ed

in
gs

 
14

5-
15

0
20

10
年

12
月

自
動
車
，
鉄
道
，
航
空
機
，
船
舶
に
お
け
る
安
全
技
術

須
田
義
大
，
中
野
公
彦
，
井
上
秀
明
，
清
水

忠
，
渡
辺
顯
，
福
戸
淳
司
，
日
野
泰
道

日
本
機
械
学
会
誌

V
ol

. 
11

4
N

o.
 1

10
6

36
-3

9
20

11
年

1月

F
D

T
D

 法
に
お
け
る
指
向
性
音
源
の
実
現

鹿
野
洋
，

C
sa

ba
 H

us
zt

y
，
横
山
栄
，

坂
本
慎

一

日
本
音
響
学
会
　
建
築
音
響
研
究
会

A
A

-2
01

0-
13

1-
8

20
10
年

4月

全
方
位
球
面
画
像
を
用
い
た

P
3P
解
法
に
よ
る
自
車
位
置
姿
勢
推

定

阪
野
貴
彦
，
池
内
克
史

20
10

年
春
季
大
会
学
術
講
演
会

20
10

年
5月

分
光
情
報
を
用
い
た
層
状
表
面
の
反
射
率
解
析

森
本
哲
朗
，
川
上
玲
，
池
内
克
史

情
報
処
理
学
会
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ

ン
と
イ
メ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア

(C
V

IM
)研

究

会

20
10

年
5月

大
規
模
３
次
元
モ
デ
ル
を
用
い
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム

岡
本
泰
英
，
大
石
岳
史
，
池
内
克
史

情
報
処
理
学
会
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ

ン
と
イ
メ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア

(C
V

IM
)研

究

会

20
10

年
5月

レ
ー
ザ
レ
ン
ジ
フ
ァ
イ
ン
ダ
と
パ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ

た
高
角
度
分
解
能
ス
キ
ャ
ン
の
実
現

田
村
一
，
佐
々
木
毅
，
橋
本
秀
紀
，
井
上
文
宏

日
本
機
械
学
会
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
講
演
会

20
10

1A
2-

G
05

20
10
年

6月

知
能
化
空
間
に
お
け
る
音
高
情
報
を
用
い
た
サ
ウ
ン
ド
ヒ
ュ
ー

マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

佐
々
木
毅
，
新
妻
実
保
子
，
橋
本
秀
紀

日
本
機
械
学
会
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
講
演
会

20
10

1 A
2-

G
04

20
10
年

6月

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
09

 :
 そ

の
成
果
と
記
録

油
田
信
一
，
水
川
真
，
橋
本
秀
紀
，
田
代
泰

典
，
大
久
保
剛
史

日
本
機
械
学
会

 ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
講
演
会

20
10

2P
1-

E
23

20
10
年

6月
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国
内
学
会
講
演
等

長
崎

E
V

&
IT

S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(長
崎
エ
ビ
ッ
ツ

)
鈴
木
高
宏

第
4
1
回
土
木
計
画
学
研
究
発
表
会

20
10

年
6月

サ
イ
ド
ブ
ラ
ン
チ
に
よ
る
タ
イ
ヤ
ト
レ
ッ
ド
パ
タ
ー
ン
の
気
柱

共
鳴
音
の
抑
制

横
山

栄
，

 坂
本
慎
一
，

 矢
野
博
夫
，

 橘
秀

樹
，

 佐
口
隆
成

日
本
音
響
学
会
建
築
音
響
研
究
会
資
料

A
A

20
10

-
30

1-
7

20
10
年

7月

サ
ー
ビ
ス
提
供
型
空
間
知
能
化
技
術
の
研
究
事
例
紹
介

新
妻
実
保
子
，
橋
本
秀
紀

平
成

22
年
電
気
学
会
産
業
応
用
部
門
大

会

2-
S

7-
2

20
10

年
8月

微
小
な
隙
間
を
介
し
た
音
響
透
過
に
関
す
る

F
D

T
D
解
析

朝
倉
巧
，

 坂
本
慎
一
，

日
本
建
築
学
会

20
10

年
度
大
会
学
術
講

演
梗
概
集

 
28

3-
28

4
20

10
年

9月

レ
ベ
ル
適
応
型
マ
ス
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に
関
す
る
検

討

李
孝
珍
，

 上
野
佳
奈
子
，

 坂
本
慎
一
，

 藤
原

舞
，

 清
水
寧
，

日
本
音
響
学
会
講
演
論
文
集

 
1 0

77
-

10
78

20
10

年
9月

F
D

T
D
解
析
に
お
け
る
室
境
界
の
モ
デ
ル
化
に
関
す
る
検
討

朝
倉
巧
，

 坂
本
慎
一

日
本
音
響
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
講
演

論
文
集

 
10

97
-

10
98

20
10

年
9月

座
席
の
内
部
伝
搬
を
考
慮
し
た
車
室
内
音
場
の
数
値
解
析

鹿
野
洋
，
笹
岡
岳
陽
，
横
山
栄
，
坂
本
慎
一

日
本
音
響
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
講
演

論
文
集

11
08

-
11

08
20

10
年

9月

大
型
車
・
車
室
内
に
お
け
る
音
環
境
に
関
す
る
評
価
実
験

横
山

栄
，

 矢
野
博
夫
，

 橘
秀
樹

日
本
騒
音
制
御
工
学
会
秋
季
研
究
発
表

会
講
演
論
文
集

 
32

9-
33

2
20

10
年

9月

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
の
環
境
騒
音
調
査

朝
倉
巧
，

 坂
本
慎
一
，

 R
a

h
m

a
n

 M
a

fiz
ur

日
本
騒
音
制
御
工
学
会
秋
季
研
究
発
表

会
講
演
論
文
集

 
15

-1
8

20
10

年
9月

e-
H

er
ita

ge
 P

ro
je

ct
 
に
お
け
る
光
学
モ
デ
リ
ン
グ

池
内
克
史

日
本
色
彩
学
会
視
覚
情
報
基
礎
研
究
会

20
10

年
度
第

2回
研
究
会

20
10

年
9月

建
築
音
響
と
騒
音
予
測
に
対
す
る

F
D

T
D

 数
値
解
析
の
応
用

坂
本
慎
一

日
本
音
響
学
会
建
築
音
響
研
究
会
資
料

A
A

-2
01

0-
47

1-
8

20
10
年

11
月

つ
く
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

20
10

　
実
世
界
で
働
く
ロ
ボ
ッ
ト
を
目
指

し
て
：
本
年
度
の
課
題
と
技
術
的
問
題
点

油
田
信
一
，
水
川
真
，
橋
本
秀
紀
，
田
代
泰
典

第
11

回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会

27
-2

8
20

10
年
12

月
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国
内
学
会
講
演
等

円
柱
型
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
レ
ー
ザ
ー
レ
ン
ジ
フ
ァ
イ
ン
ダ
を
用
い

た
位
置
計
測
シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
円
検
出

佐
々
木
毅
，
黄
湘
琦
，
橋
本
秀
紀
，
井
上
文
宏

第
11

回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会

62
2-

6 2
3

20
10
年

12
月

汎
用
デ
ー
タ
処
理
の
た
め
の
演
算
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

佐
々
木
毅
，
橋
本
秀
紀

第
11

回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会

10
63

-
1 0

64
20

10
年

12
月

磁
界
共
振
結
合
に
よ
る
位
置
セ
ン
シ
ン
グ
を
利
用
し
た
高
効
率

ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
シ
ス
テ
ム

中
村
壮
亮
，
胡
間
遼
，
鯵
坂
志
門
，
橋
本
秀
紀

第
11

回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
講
演
会

62
0-

6 2
1

20
10
年

12
月

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ビ
ー
グ
ル
の
試
作
と
環
境
・
高
齢

社
会
へ
の
適
応
性
に
関
す
る
基
礎
的
検
討
，

P
ro

to
ty

pe
D

ev
el

op
m

en
t 

of
 P

er
so

n
a

l M
ob

ili
ty

 V
eh

ic
le

 a
n

d 
F

ea
si

bi
lit

y
S

tu
dy

 fo
r 

E
co

lo
gi

ca
l a

n
d 

A
gi

n
g 

S
oc

ie
ty

須
田
義
大
，
中
野
公
彦
，
田
中
伸
治
，
平
沢
隆

之
，
牧
野
浩
志
，
中
川
智
皓
，
平
山
遊
喜

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

30
-3

5
20

10
年

12
月

模
擬
自
動
隊
列
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
の
臨
場
感
の
評
価
，

E
va

lu
a

tio
n

 o
f d

ri
vi

n
g 

se
n

sa
tio

n
 fo

r 
a

ut
om

a
tic

 p
la

to
o

n
in

g
si

m
ul

a
tio

n

鄭
仁
成
，
中
野
公
彦
，
山
邊
茂
之
，
李
昇
勇
，

胡
紅
鋼
，
安
藝
雅
彦
，
須
田
義
大

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

36
-4

1
20

10
年

12
月

信
号
切
り
替
わ
り
時
の
交
錯
車
両
間
の
危
険
度
に
関
す
る
国
際

比
較
分
析

太
田
代
有
紀
子
，
唐
克
双
，
桑
原
雅
夫

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

63
-6

8
20

10
年

12
月

粒
子
群
最
適
化
を
利
用
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
系
統
信
号

制
御
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
手
法

ウ
ォ
ル
フ
ァ
マ
ン
・
ア
ク
セ
ル
，
桑
原
雅
夫

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

69
-7

6
20

10
年

12
月

ミ
ク
ロ
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
交
差
点
部
ド
ラ
イ
バ
モ
デ

ル
の
構
築
お
よ
び
検
証

田
中
悠
樹
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅
夫
，
白
石
智

良
，
花
房
比
佐
友

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

89
-9

2
20

10
年

12
月

車
両

ID
を
活
用
し
た
複
数
駐
車
場
の
連
携
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開

発

牧
野
浩
志
，
田
中
伸
治
，
平
沢
隆
之
，
服
部
有

里
子
，
齋
藤
卓
，
青
木
新
二
郎

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

93
-9

8
20

10
年

12
月

錯
綜
区
間
に
お
け
る
免
役
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
車
両
間
協

調
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
評
価

中
野
寿
男
，
國
井
康
晴
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅

夫

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

10
8-

11
3

20
10
年

12
月

柏
地
区
に
お
け
る

D
S

R
C

 を
活
用
し
た
次
世
代
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
・
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
検
討
構
想

 平
沢
隆
之
，
牧
野
浩
志
，
須
田
義
大
，
坂
井
康

一
，
森
井
紀
裕

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

16
5-

17
0

20
10
年

12
月

省
エ
ネ
型
短
距
離
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
試
作
機
開
発
と

IT
S
連

携
構
想
，

P
ro

to
ty

pe
 D

ev
el

op
m

en
t 

of
 E

n
er

gy
 S

a
vi

n
g 

U
rb

a
n

T
ra

n
sp

or
t 

S
ys

te
m

 a
n

d 
M

od
a

l-
M

ix
 C

on
ce

pt
s 

us
in

g 
IT

S
，

須
田
義
大
，
平
沢
隆
之
，
山
口
大
助
，
安
藝
雅

彦
，
音
羽
勇
哉
，
牧
野
浩
志
，
中
野
公
彦
，
表

久
紀
，
田
中
輝
幸
，
関
口
明
浩

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

17
1-

17
6

20
10
年

12
月
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国
内
学
会
講
演
等

長
崎
エ
ビ
ッ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
電
気
自
動
車
の
普
及

と
ロ
ー
カ
ル
観
光
に
活
用
で
き
る

IT
S
車
載
器
の
開
発
に
つ
い
て

牧
野
浩
志
，
鎌
田
讓
治
，
鈴
木
高
宏
，
浜
田
誠

也
，
香
野
雅
之

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

20
4-

20
9

20
10
年

12
月

 長
崎

E
V

&
IT

S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 ～
E

V
の
本
格
実
運
用
に
お
け
る

課
題
と
そ
の
対
応
～

鈴
木
高
宏

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

21
0-

21
5

20
10
年

12
月

エ
ネ
ル
ギ
ー

IT
S

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
－
国
際
的
に
信
頼
さ
れ
る

IT
S

施
策
効
果
評
価
方
法
の
確
立
－

桑
原
雅
夫
，
平
井
洋
，
米
沢
三
津
夫
，
林
誠

司
，
金
成
修
一
，
田
中
伸
治
，
マ
ー
ク
・
ミ
ス

カ
，
洪
性
俊
，
堀
口
良
太
，
花
房
比
佐
友
，
小

宮
粋
史
，
大
口
敬
，
小
根
山
裕
之

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

21
6-

22
1

20
10
年

12
月

先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
分
野
融
合
研
究
の
試
み
，

T
ri

a
l o

f
In

te
rg

ra
tio

n
 a

n
d 

S
yn

th
es

is
 fo

r 
A

dv
a

n
ce

d 
M

ob
ili

ty
R

es
ea

rc
h，

須
田
義
大
，
池
内
克
史
，
桑
原
雅
夫
，
田
中
敏

久
，
中
野
公
彦
，
橋
本
秀
紀
，
牧
野
浩
志
，
坂

本
慎
一
，
鈴
木
高
宏
，
田
中
伸
治

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

22
2-

22
7

20
10
年

12
月

大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ア
イ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
走
行

実
験
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
環
境
に
関
す
る
研
究

田
中
翔
太
，
岡
野
孝
司
，
増
田
智
志
，
田
中

淳
，
後
藤
秀
典
，
小
野
晋
太
郎
，
三
嶋
博
之

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

27
5-

28
0

20
10
年

12
月

首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
多
様
な
デ
ー
タ
を
用
い
た
事
故
要
因

分
析

川
崎
洋
輔
，
田
中
淳
，
後
藤
秀
典
，
高
田
潤
一

郎
，
割
田
博
，
洪
性
俊
，
桑
原
雅
夫

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

34
2-

34
7

20
10
年

12
月

首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
追
突
事
故
リ
ス
ク
予
測
に
関
す
る
ミ

ク
ロ
的
分
析

三
浦
久
，
洪
性
俊
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅
夫
，

割
田
博
，
田
中
淳
，
後
藤
秀
典
，
高
田
潤
一

郎
，
川
崎
洋
輔

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

34
8-

35
3

20
10
年

12
月

車
載
全
方
位
ビ
デ
オ
映
像
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
ベ
ー
ス
レ
ン
ダ

リ
ン
グ
に
よ
る
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
視
覚
特
性
に

関
す
る
ユ
ー
ザ
評
価

永
塚
遼
，
小
野
晋
太
郎
，
川
崎
洋
，
池
内
克

史
，

In
 S

o 
K

w
eo

n
第

9回
IT

S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

41
1-

41
6

20
10
年

12
月

三
次
元
デ
ジ
タ
ル
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
：

G
P

S
 完
全
遮
蔽
環

境
に
お
け
る
大
規
模
・
複
雑
な
道
路
構
造
の
高
速
モ
デ
リ
ン
グ

小
野
晋
太
郎
，
佐
藤
啓
宏
，
阪
野
貴
彦
，
玉
木

真
，
池
内
克
史

第
9回

IT
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

Pr
oc

ee
di

n
gs

44
7-

45
3

20
10
年

12
月

IC
を

10
0年

の
森
に
す
る
平
成
の
一
里
塚
づ
く
り
－
西
九
州
自
動

車
道
佐
世
保
道
路
で
の
実
践
－

牧
野
浩
志
，
大
儀
健
一
，
楠
本
敦
，
江
原
耕

一
，
雪
丸
剛

第
6回

景
観
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
発
表
会

20
10

年
12

月

在
来
線
騒
音
予
測
の
た
め
の
音
源
の
モ
デ
ル
化

小
林
知
尋
，

 横
山

栄
，

 矢
野
博
夫
，

 橘
秀
樹

日
本
音
響
学
会
騒
音
・
振
動
研
究
会
資

料

N
20

11
1-

8
20

11
年
1月

フ
ィ
ー
ル
ド
測
定
に
よ
る
在
来
線
鉄
道
の
レ
ー
ル
継
目
音
に
関

す
る
検
討

小
林
知
尋
，

横
山

栄
，

矢
野
博
夫
，

橘
秀
樹

日
本
音
響
学
会
春
季
研
究
発
表
会
講
演

論
文
集

 
20

11
年

3月
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国
内
学
会
講
演
等

音
楽
練
習
室
に
お
け
る
フ
ラ
ッ
タ
ー
エ
コ
ー
に
関
す
る
評
価
実

験

木
方
菜
央
，

鹿
野

洋
，

横
山

栄
，
坂
本
慎
一
，

上
野
佳
奈
子
，

田
中
亜
美
，

司
馬
義
英

日
本
音
響
学
会
春
季
研
究
発
表
会
講
演

論
文
集

 
20

11
年

3月

公
共
空
間
に
お
け
る
拡
声
放
送
の
了
解
性
に
関
す
る
評
価
実
験

横
山
栄
，
矢
野
博
夫
，
世
木
秀
明
，
橘
秀
樹

日
本
音
響
学
会
春
季
研
究
発
表
会
講
演

論
文
集

 
20

11
年

3月

快
適
音
環
境
の
創
生

横
山
栄
，
橘
秀
樹

日
本
音
響
学
会
春
季
研
究
発
表
会
講
演

論
文
集

 
20

11
年

3月

視
覚
情
報
学
，
文
化
遺
産
の

V
R
モ
デ
ル
化
と

V
R
表
示
，
無
形
文

化
財
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
展
示

池
内
克
史

先
端
表
現
情
報
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

年
5月

屋
外
ギ
屋
外
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

池
内
克
史

九
州
国
立
博
物
館
　
セ
ミ
ナ
ー

20
10

年
7月

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
交
通
シ
ス
テ
ム

須
田
義
大

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 青

森
20

10
年

7月

IT
S
時
代
の
交
通
管
理
と
評
価

桑
原
雅
夫

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 青

森
20

10
年

7月

東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
お
け
る

E
V
・

P
H

V
 &

 I
T

S
に
つ
い
て

池
内
克
史

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 青

森
20

10
年

7月

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
交
通
シ
ス
テ
ム

須
田
義
大

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 沖

縄
20

10
年

9月

長
崎
エ
ビ
ッ
ツ
に
よ
る
“
し
ま
”
の
活
性
化

鈴
木
高
宏

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 沖

縄
20

10
年

9月

IT
S
情
報
空
間
（
現
在
，
過
去
，
未
来
）

池
内
克
史
，
小
野
晋
太
郎

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 沖

縄
20

10
年

9月
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国
内
学
会
講
演
等

沖
縄
の
道
路
交
通
の
課
題
と

IT
S

須
田
義
大

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 沖

縄
20

10
年

9月

V
ir

tu
a

l A
su

ka
ky

o 
P

ro
je

ct
 a

n
d 

O
cc

lu
si

on
 H

a
n

dl
in

g 
in

O
ut

do
or

K
a

ts
us

h
i I

ke
uc

h
i

電
気
系

G
C

O
Eシ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
10

年
11

月

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
解
き
明
か
す
文
化
財
の
新
し
い
事
実
と
最
新

の
見
方
，
見
せ
方

池
内
克
史

進
化
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

20
10

20
10

年
11

月

「
静
」
と
「
動
」
の
解
析

池
内
克
史

東
大

E
M

P
2 0

10
年

11
月

4次
元
仮
想
化
都
市
空
間
と

IT
S

池
内
克
史

三
菱
電
機
社
内
セ
ミ
ナ
ー

20
10

年
12

月

三
次
元
計
測
・
ス
ペ
ク
ト
ル
情
報
の
研
究

池
内
克
史

バ
イ
ヨ
ン
寺
浮
き
彫
り
保
存
の
研
究
会

20
11

年
1月

e-
H

er
ita

ge
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

池
内
克
史

青
山
学
院
大
学
講
演
会

20
11

年
1月

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
交
通
シ
ス
テ
ム

須
田
義
大

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 愛

知
20

11
年

1月

IT
S
時
代
の
交
通
管
理
と
評
価

桑
原
雅
夫

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 愛

知
20

11
年

1月

IT
S
情
報
空
間
（
現
在
，
過
去
，
未
来
）

池
内
克
史

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 愛

知
20

11
年

1月

デ
ジ
タ
ル
バ
イ
ヨ
ン
と
今
後

池
内
克
史

文
化
遺
産
・
新
し
い
人
材
・
ア
ジ
ア
の

未
来

20
11

年
1月

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
交
通
シ
ス
テ
ム

須
田
義
大

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 長

崎
20

11
年

2月
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国
内
学
会
講
演
等

IT
S
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
に
よ
る
流
れ
の
観
察
と
評
価

桑
原
雅
夫

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 長

崎
20

11
年

2月

E
V

&
IT

S
に
よ
る
離
島
の
活
性
化

鈴
木
高
宏

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 長

崎
20

11
年

2月

IT
S
情
報
空
間
と
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

池
内
克
史

IT
S
セ
ミ
ナ
ー

 in
 長

崎
20

11
年

2月
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紀
要
・
報
告
等

タ
イ
ト
ル

著
者

巻
，
号
等

ペ
ー
ジ

発
行
年
月

筋
電
位
測
定
に
よ
る
自
転
車
の
乗
り
心
地
評
価

岡
本
裕
司
，
中
野
公
彦
，
大
堀
真
敬
，
多
加
谷
敦
，
須
田
義
大
，

堀
重
之

生
産
研
究

  
V

ol
. 

62
, 

N
o.

 3
（
通
巻

67
4号

）

65
-6

8
20

10
年

6月

携
帯
電
話
か
ら
の

G
P

Sデ
ー
タ
を
用
い
た
歩
行
者
の
経
路
選
択
肢

集
合
生
成

藤
原
直
生
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅
夫

生
産
研
究

  
V

ol
. 

62
, 

N
o.

 4
（
通
巻

67
5号

）

43
5-

43
8

20
10

年

歴
史
建
造
物
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
（
さ
ざ
え
堂
を
事
例
の
中
心
と
し

て
）

影
澤
政
隆
，
大
石
岳
史
，
小
野
晋
太
郎
，
池
内
克
史

生
産
研
究

  
V

ol
. 

62
, 

N
o.

 6
（
通
巻

67
7号

）

58
3-

58
8

20
10

年
11

月

特
集
に
際
し
て

須
田
義
大

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

11
7

20
11

年
2月

先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
分
野
融
合
研
究
の
試
み

須
田
義
大
，
池
内
克
史
，
桑
原
雅
夫
，
田
中
敏
久
，
中
野
公
彦
，

橋
本
秀
紀
，
牧
野
浩
志
，
坂
本
慎
一
，
鈴
木
高
宏
，
田
中
伸
治

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

11
9-

12
4

20
11

年
2月

次
世
代
自
動
車
（

E
V
等
）
に
よ
る
自
動
車
産
業
の
構
造
変
化
と
地

域
産
業
振
興

田
中
敏
久

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

12
5-

13
2

20
11

年
2月

日
本
の
路
車
協
調
シ
ス
テ
ム
の
展
開
に
関
す
る
研
究

牧
野
浩
志

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

13
3-

13
9

20
11

年
2月

車
載
全
方
位
ビ
デ
オ
映
像
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
ベ
ー
ス
レ
ン
ダ
リ

ン
グ
に
よ
る
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
開
発

永
塚
遼
，
小
野
晋
太
郎
，
川
崎
洋
，
池
内
克
史
，

K
W

E
O

N
 I

n
 S

o
生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

14
1-

14
6

20
11

年
2月

車
載
全
方
位
ビ
デ
オ
映
像
を
用
い
た
イ
メ
ー
ジ
ベ
ー
ス
レ
ン
ダ
リ

ン
グ
に
よ
る
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
視
覚
特
性
に
関
す

る
ユ
ー
ザ
評
価

永
塚
遼
，
小
野
晋
太
郎
，
川
崎
洋
，
池
内
克
史
，

K
W

E
O

N
 I

n
 S

o
生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

14
7-

15
2

20
11

年
2月

サ
グ
カ
ー
ブ
の
ナ
ノ
ス
コ
ピ
ッ
ク
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ス
カ
マ
ー
ク
，
桑
原
雅
夫

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

15
3-

15
8

20
11

年
2月

グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
日
本
全
国
交
通
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開

小
出
勝
亮
，
田
中
伸
治
，
白
石
智
良
，
飯
島
護
久
，
堀
口
良
太

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

15
9-

16
2

20
11

年
2月
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紀
要
・
報
告
等

粒
子
群
最
適
化
を
利
用
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
系
統
信
号
制

御
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
手
法

ウ
ォ
ル
フ
ァ
マ
ン
ア
ク
セ
ル
，
桑
原
雅
夫

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

16
3-

16
7

20
11

年
2月

交
差
点
錯
綜
区
間
の
ド
ラ
イ
バ
モ
デ
ル
の
構
築
お
よ
び
検
証

田
中
悠
樹
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅
夫

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

16
9-

17
2

20
11

年
2月

首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
追
突
事
故
リ
ス
ク
予
測
に
関
す
る
ミ
ク

ロ
的
分
析

三
浦
久
，
洪
性
俊
，
割
田
博
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅
夫

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

17
3-

17
7

20
11

年
2月

車
両
感
知
器
の
設
置
位
置
効
率
化
の
た
め
の
交
通
デ
ー
タ
収
集
シ

ス
テ
ム
の
分
析

江
天
，
ミ
ス
カ
マ
ー
ク
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅
夫

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

17
9-

18
3

20
11

年
2月

錯
綜
区
間
に
お
け
る
免
疫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
車
両
間
協
調

シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
評
価

中
野
寿
男
，
田
中
伸
治
，
桑
原
雅
夫
，
國
井
康
晴

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

18
5-

19
0

20
11

年
2月

信
号
切
り
替
わ
り
時
の
交
錯
車
両
間
の
危
険
度
に
関
す
る
国
際
比

較
分
析

太
田
代
有
紀
子
，
唐
克
双
，
桑
原
雅
夫

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

19
1-

19
5

20
11

年
2月

三
次
元
デ
ジ
タ
ル
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
：

 G
P

S完
全
遮
蔽
環
境

に
お
け
る
大
規
模
・
複
雑
な
道
路
構
造
の
高
速
モ
デ
リ
ン
グ

小
野
晋
太
郎
，
佐
藤
啓
宏
，
阪
野
貴
彦
，
玉
木
真
，
池
内
克
史

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

19
7-

20
2

20
11

年
2月

平
面
群
構
造
を
利
用
し
た
車
載
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

前
景
障
害
物
除
去
シ
ス
テ
ム

栗
林
宏
輔
，
子
安
大
士
，
前
川
仁
，
小
野
晋
太
郎
，
川
崎
洋
，
池

内
克
史

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

20
3-

20
8

20
11

年
2月

車
載
カ
メ
ラ
映
像
の
時
空
間
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
自
車
位
置
推
定

小
野
晋
太
郎
，
松
久
亮
太
，
川
崎
洋
，
池
内
克
史

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

20
9-

21
5

20
11

年
2月

移
動
体
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
基
づ
く
自
律
パ
ー
ソ
ナ
ル
ビ
ー
ク
ル
の

位
置
推
定
支
援

ジ
ャ
ヤ
セ
カ
ラ
ペ
シ
ャ
ラ
ゲ
ハ
ン
，
佐
々
木
毅
，
橋
本
秀
紀

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

21
7-

22
2

20
11

年
2月

3次
元

F
D

T
D
法
に
よ
る
車
室
内
音
場
解
析

-拡
張
作
用
境
界
モ
デ

ル
の
適
用

鹿
野
洋
，
横
山
栄
，
坂
本
慎
一
，
笹
岡
岳
陽
，
波
頭
伸
哉

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

23
5-

24
0

20
11

年
2月

大
型
車
・
車
室
内
に
お
け
る
音
環
境
の
主
観
評
価
実
験

横
山
栄
，
矢
野
博
夫
，
橘
秀
樹

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

24
1-

24
6

20
11

年
2月
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紀
要
・
報
告
等

視
知
覚
情
報
に
も
と
づ
く
道
路
シ
ー
ク
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

走
行
制
御
効
果
の
検
証

韓
亜
由
美
，
小
野
晋
太
郎
，
佐
々
木
正
人
，
須
田
義
大
，
池
内
克

史
，
玉
木
真
，
大
貫
正
明
，
小
島
朋
己
，
錦
戸
綾
子

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

24
7-

25
2

20
11

年
2月

自
車
状
況
と
周
囲
状
況
を
考
慮
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
レ
ベ
ル
の
評

価

山
口
大
助
，
市
原
隆
司
，
熊
野
史
朗
，
佐
野
洋
一
，
須
田
義
大
，

李
曙
光

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

25
3-

25
8

20
11

年
2月

模
擬
自
動
隊
列
走
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
の
臨
場
感
の
評
価

鄭
仁
成
，
中
野
公
彦
，
山
邉
茂
之
，
李
昇
勇
，
安
芸
雅
彦
，
須
田

義
大

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

25
9-

26
4

20
11

年
2月

エ
ネ
ル
ギ
ー

IT
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 －
国
際
的
に
信
頼
さ
れ
る

IT
S
施

策
効
果
評
価
方
法
の
確
立
－

桑
原
雅
夫
，
堀
口
良
太
，
平
井
洋
，
田
中
伸
治
，
ミ
ス
カ
マ
ー

ク
，
米
沢
三
津
夫
，
林
誠
司
，
金
成
修
一
，
花
房
比
佐
友
，
小
宮

粋
史
，
洪
性
俊
，
大
口
敬
，
小
根
山
裕
之

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

26
5-

27
0

20
11

年
2月

駐
車
場

IT
S
の
研
究
開
発

田
中
伸
治
，
須
田
義
大
，
牧
野
浩
志
，
平
沢
隆
之

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

27
1-

27
6

20
11

年
2月

車
両

ID
を
活
用
し
た
複
数
駐
車
場
の
関
連
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発

牧
野
浩
志
，
田
中
伸
治
，
平
沢
隆
之
，
服
部
有
里
子
，
齋
藤
卓
，

青
木
新
二
郎

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

27
5-

28
0

20
11

年
2月

動
的
情
報
提
供
に
よ
る
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
適
用
可
能
性
に
関
す
る

研
究

中
元
達
也
，
ミ
ス
カ
マ
ー
ク
，
田
中
伸
治

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

28
1-

28
6

20
11

年
2月

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ビ
ー
ク
ル
の
試
作
と
環
境
・
高
齢
社

会
へ
の
適
応
性
に
関
す
る
基
礎
的
検
討

須
田
義
大
，
中
野
公
彦
，
田
中
伸
治
，
平
沢
隆
之
，
牧
野
浩
志
，

中
川
智
皓
，
平
山
遊
喜

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

28
7-

29
2

20
11

年
2月

省
エ
ネ
型
短
距
離
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
の
試
作
機
開
発
と

IT
S
連

携
構
想

須
田
義
大
，
平
沢
隆
之
，
山
口
大
助
，
安
芸
雅
彦
，
音
羽
勇
哉
，

牧
野
浩
志
，
中
野
公
彦
，
表
久
紀
，
田
中
輝
幸
，
関
口
明
浩

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

29
3-

29
8

20
11

年
2月

柏
地
区
に
お
け
る

D
S

R
Cを

活
用
し
た
次
世
代
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
検
討
構
想

平
沢
隆
之
，
牧
野
浩
志
，
須
田
義
大
，
坂
井
康
一
，
森
井
紀
裕

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

30
5-

31
0

20
11

年
2月

長
崎
エ
ビ
ッ
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
電
気
自
動
車
の
普
及
と

ロ
ー
カ
ル
観
光
に
活
用
で
き
る

IT
S
車
載
器
の
開
発
に
つ
い
て

牧
野
浩
志
，
鎌
田
譲
治
，
鈴
木
高
宏
，
浜
田
誠
也
，
香
野
雅
之

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

31
1-

31
7

20
11

年
2月

長
崎

E
V

&
IT

S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 ～
E

V
の
本
格
実
運
用
に
お
け
る
課

題
と
そ
の
対
応
～

鈴
木
高
宏

生
産
研
究

  
V

ol
. 

63
, 

N
o.

 2
（
通
巻

67
9号

）

31
9-

32
4

20
11

年
2月
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著
書
・
訳
書

タ
イ
ト
ル

著
者

巻
，
号
，
ペ
ー

ジ
等

発
行
会
社

発
行
年
月

著
書
区
分

3次
元
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

池
内
克
史
，
大
石
岳
史

全
体

20
10

年
11

月
共
著

 日
本
騒
音
制
御
工
学
会
編
：
騒
音
用
語
事
典

日
本
騒
音
制
御
工
学
会

19
4-

26
4

技
報
堂
出
版

20
10

年
4月

編
著

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

秋
山
い
わ
き
，
蜂
屋
弘
之
，

坂
本
慎
一
，

18
5-

23
3

コ
ロ
ナ
社

20
10

年
9月

共
著

『
電
気
自
動
車
と
電
池
開
発
の
展
望
』
，
第

V
編
　
電
気
自
動
車
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
今

後
の
展
開
，
第

2章
　
長
崎
県
に
お
け
る
電
気
自
動
車
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

鈴
木
高
宏

24
8-

26
1

シ
ー
エ
ム

シ
ー
出
版

20
11

年
4月

編
著
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一
般
雑
誌
・
マ
ス
コ
ミ

記
事
題
目

媒
体
名

会
社
名

著
者

年
月
日

報
道
媒
体

記
事
区
分

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
開
発
と

展
開

油
空
圧
技
術

 第
49

巻
第

4号
（
通
巻

60
8

号
）

pp
. 

36
-4

0
日
本
工
業
出
版

須
田
義
大
，
山
口
大
助

20
10

年
4月

雑
誌

署
名
記
事

飛
鳥
の
寺
院
（
川
原
寺
跡
）

奈
良
の
遺
跡
・
史
跡
案
内

奈
良
県
教
育
委
員

会

20
10

年
4月

教
育
誌

C
G
提
供

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
開
発
と

展
開

油
空
圧
技
術

 第
49

巻
第

4号
（
通
巻

60
8

号
）

pp
. 

36
-4

0
日
本
工
業
出
版

須
田
義
大
，
山
口
大
助

20
10

年
4月

雑
誌

署
名
記
事

飛
鳥
の
寺
院
（
川
原
寺
跡
）

奈
良
の
遺
跡
・
史
跡
案
内

奈
良
県
教
育
委
員

会

20
10

年
4月

教
育
誌

C
G
提
供

a
ug

m
en

te
d 

re
a

lit
y 

go
es

 m
a

in
st

re
a

m
朝
日
新
聞
（
英
語
版
）

20
10

年
4月

新
聞

被
紹
介
記

事

1人
乗
り
電
動
車
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
　
公
道
め

ざ
す
　

C
O

2の
少
な
さ
が
魅
力

朝
日
新
聞
（
朝
刊
）

10
面

20
10

年
4月

新
聞

一
般
記
事

軌
道
に
乗
る

? 
P

M
 普

及
へ

 今
秋

 公
道
実
験

 ガ
ス
排
出

「
14

分
の

1」
朝

日
新
聞
（
大
阪
）
（
朝
刊
）

10
面

20
10

年
4月

新
聞

一
般
記
事

風
景
と
土
中
の
遺
跡
融
合

河
北
新
報
（
朝
刊
）

22
面

20
10

年
5月

新
聞

被
紹
介
記

事

省
エ
ネ
型
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
｢
エ
コ
ラ
イ
ド
｣

鉄
道
車
両
と
技
術
，
第

16
巻
第

3号
，

N
o.

16
6，

pp
. 

42
-4

6
レ
ー
ル
ア
ン
ド

テ
ッ
ク
出
版

須
田
義
大
，
山
口
大

助
，
表
久
紀
，
北
野
巧

20
10

年
6月

雑
誌

一
般
記
事

長
崎

E
V

&
IT

S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
展
望

な
が
さ
き
経
済

長
崎
経
済
研
究
所

鈴
木
高
宏

20
10

年
6月

雑
誌

解
説
記
事

電
気
自
動
車
普
及
促
進
協
議
会
が
発
足
　

3年
内
の
〝
実

用
化
〟
目
指
す

日
刊
自
動
車
新
聞
（
朝
刊
）

3面
20

10
年

7月
新
聞

被
紹
介
記

事
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一
般
雑
誌
・
マ
ス
コ
ミ

長
崎

E
V

&
IT

S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
－
五
島
列
島
に
お
け
る

E
V

10
0台

導
入
等
の
取
り
組
み
－

道
路

社
団
法
人
日
本
道

路
協
会

鈴
木
高
宏

20
10

年
7月

雑
誌

解
説
記
事

IT
S
紹
介

20
日
に
セ
ミ
ナ
ー

河
北
新
報
（
朝
刊
）

22
面

20
10

年
7月

新
聞

被
紹
介
記

事

東
大

IT
S
セ
ミ
ナ
ー
　
研
究
成
果
披
露
　
将
来
像
を
語
る

日
刊
自
動
車
新
聞
（
朝
刊
）

7面
20

10
年

7月
新
聞

一
般
記
事

ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
仕
様
と
普
及
へ
検
討
会
　
国
交
省

日
刊
自
動
車
新
聞
（
朝
刊
）

8面
20

10
年

7月
新
聞

被
紹
介
記

事

省
エ
ネ
型
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ラ
イ
ド
」
第
二
次

試
験
車
両
及
び
実
験
線
御
披
露
目
式
を
挙
行

20
10

年
8月

部
局

ニ
ュ
ー
ス

一
般
記
事

特
集
「
電
気
自
動
車
で
街
お
こ
し
　
長
崎
・
五
島
列
島

「
E

V
タ
ウ
ン
」
の
潜
在
力
」

日
経
ビ
ジ
ネ
ス

日
経

B
P社

20
10

年
8月

雑
誌

被
紹
介
記

事

平
城
遷
都

13
00

年
祭
　
「
奈
良
の
都
」
が
目
の
前
に

M
R
映
像
で
平
城
宮
を
再
現

奈
良
新
聞
（
朝
刊
）

1面
20

10
年

9月
新
聞

被
紹
介
記

事

ゴ
ー
グ
ル
付
け
れ
ば

13
00

年
前
の
平
城
宮

朝
日
新
聞
（
奈
良
版
）

20
10

年
9月

新
聞

一
般
記
事

奈
良
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

産
経
新
聞
（
奈
良
版
）

20
10

年
9月

新
聞

一
般
記
事

奈
良
時
代
へ
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ

毎
日
新
聞
（
奈
良
版
）

20
10

年
9月

新
聞

一
般
記
事

C
G
で
再
現
い
に
し
え
世
界

読
売
新
聞
（
奈
良
版
）

20
10

年
9月

新
聞

一
般
記
事

盆
踊
り
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

ナ
ニ
コ
レ
珍
百
景

テ
レ
ビ
朝
日

20
10

年
9月

T
V

被
紹
介
記

事
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一
般
雑
誌
・
マ
ス
コ
ミ

奈
良
時
代
の
都

 映
像
で
体
験

 特
殊
メ
ガ
ネ
で
宮
跡
再
現

N
H

K
ニ
ュ
ー
ス
（
全
国
）

N
H

K
20

10
年

9月
T

V
一
般
記
事

奈
良

 特
殊
メ
ガ
ネ
で

13
00

年
前
の
風
景
を
体
験

N
H

K
ニ
ュ
ー
ス
テ
ラ
ス
関
西
（
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
）

N
H

K
20

10
年

9月
T

V
被
紹
介
記

事

特
殊
メ
ガ
ネ
で
宮
跡
再
現

N
H

K
ニ
ュ
ー
ス
（
奈
良
ロ
ー
カ
ル
）

N
H

K
20

10
年

9月
T

V
被
紹
介
記

事

盆
踊
り
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

ナ
ニ
コ
レ
珍
百
景

テ
レ
ビ
朝
日

20
10

年
9月

T
V

被
紹
介
記

事

奈
良
時
代
の
都

 映
像
で
体
験

 特
殊
メ
ガ
ネ
で
宮
跡
再
現

N
H

K
ニ
ュ
ー
ス
（
全
国
）

N
H

K
20

10
年

9月
T

V
一
般
記
事

奈
良

 特
殊
メ
ガ
ネ
で

13
00

年
前
の
風
景
を
体
験

N
H

K
ニ
ュ
ー
ス
テ
ラ
ス
関
西
（
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
）

N
H

K
20

10
年

9月
T

V
被
紹
介
記

事

特
殊
メ
ガ
ネ
で
宮
跡
再
現

N
H

K
ニ
ュ
ー
ス
（
奈
良
ロ
ー
カ
ル
）

N
H

K
20

10
年

9月
T

V
被
紹
介
記

事

車
関
連
で
広
域
連
携
　

E
V
の
影
響
や
施
策
探
る

日
刊
工
業
新
聞
（
朝
刊
）

28
面

20
10

年
10

月
新
聞

被
紹
介
記

事

鞠
智
城

C
G
で
復
元
へ

熊
本
日
日
新
聞
（
朝
刊
）

4面
20

10
年

10
月

新
聞

被
紹
介
記

事

長
崎

E
V

&
IT

S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー

財
団
法
人
道
路
新

産
業
開
発
機
構

鈴
木
高
宏

20
10

年
10

月
雑
誌

解
説
記
事

北
関
東
次
世
代
車
フ
ォ
ー
ラ
ム

下
野
新
聞
（
朝
刊
）

10
面

20
10

年
10

月
新
聞

被
紹
介
記

事

平
城
京
イ
ベ
ン
ト

バ
ー
チ
ャ
ル
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス

20
10

年
11

月

W
eb

ニ
ュ
ー
ス

被
紹
介
記

事
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一
般
雑
誌
・
マ
ス
コ
ミ

宇
都
宮
で
次
世
代
車
フ
ォ
ー
ラ
ム

下
野
新
聞
（
朝
刊
）

10
面

20
10

年
11

月
新
聞

被
紹
介
記

事

環
境
優
し
い
交
通
体
系
を
　

LR
T
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

沖
縄
タ
イ
ム
ス
（
朝
刊
）

9面
20

10
年

11
月

新
聞

被
紹
介
記

事

電
道
中
「
長
崎
エ
ビ
ッ
ツ

(E
V

&
IT

S
)プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
体

当
た
り
取
材
」

C
A

R
ト
ッ
プ

 1
月
号

交
通
タ
イ
ム
ス
社

20
10

年
11

月
雑
誌

被
紹
介
記

事

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
「
産
学
連
携
」
の
凄
み

週
間
　
東
洋
経
済

20
10

年
12

月
雑
誌

被
紹
介
記

事

「
奇
跡
の
地
球
物
語
」
平
城
遷
都
～
大
仏
に
隠
さ
れ
た
謎

～

テ
レ
ビ
朝
日

20
10

年
12

月
T

V
一
般
記
事

中
国
・
ア
ジ
ア
の
鉄
道
か
ら
み
る
日
本
の
鉄
道

鉄
道
車
両
と
技
術
，
第

17
巻

 N
o.

 1
73

，

pp
. 

2-
6

レ
ー
ル
ア
ン
ド

テ
ッ
ク
出
版

須
田
義
大

20
11

年
2月

雑
誌

一
般
記
事
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そ
の
他
の
発
表

題
目

著
者

雑
誌
名
，
巻
，
号
，
ペ
ー
ジ
，
発
行
所
等

発
行
年
月

P
ro

f. 
F

um
io

 H
a

ra
sh

im
a

 C
on

tin
ue

s 
to

 P
ro

po
se

 N
ew

 D
is

ci
pl

in
es

H
id

ek
i H

a
sh

im
ot

o
IE

E
E

 I
n

du
st

ri
a

l E
le

ct
ro

n
ic

s 
M

a
ga

zi
n

e,
 V

ol
. 

4,
N

o.
 9

, 
p.

 1
4

20
10

年
6月

地
域
産
業
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
次
世
代
自
動
車
産
業
の
動
向

田
中
敏
久

産
業
立
地
，

V
ol

. 
49

，
N

o.
 4

20
10

年
7月

IF
A

C
 C

ou
n

ci
l M

ee
tin

gか
ら

橋
本
秀
紀

計
測
と
制
御
，

V
ol

.4
9，

N
o.

10
，

pp
74

4-
74

5
20

10
年

10
月

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
と
大
学
の
役
割

田
中
敏
久

産
官
学
連
携
ジ
ャ
ー
ナ
ル
，

 2
01

0年
11

月
号

20
10

年
11

月

セ
ル
フ
パ
ワ
ー
ド

 (
S

el
f-

po
w

er
ed

) へ
の
挑
戦

中
野
公
彦

情
報
学
研
究
（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
紀

要
）
，

N
o.

79
，

 p
p.

20
7-

21
1

20
10
年

11
月

自
動
車
，
鉄
道
，
航
空
機
，
船
舶
に
お
け
る
安
全
技
術

須
田
義
大
，
中
野
公
彦
，
井
上
秀
明
，
清
水

忠
，
渡
辺
顯
，
福
戸
淳
司
，
日
野
泰
道

日
本
機
械
学
会
誌
，

V
ol

.1
14

，
 N

o.
11

06
，

pp
36

-3
9

20
11
年

1月

C
ol

or
 e

st
im

a
tio

n
 in

 O
ut

do
or

 E
n

vi
ro

n
m

en
t

R
ei

 K
a

w
a

ka
m

i
東

大
池

内
研

・
阪

大
八

木
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
4月

N
et

w
or

k 
D

is
tr

ib
ut

io
n

 o
f O

m
n

i-
di

re
ct

io
n

a
l I

m
a

ge
 S

ep
uen
ce

 fo
r

M
R

M
a

sa
ta

ka
 K

a
ge

sa
w

a
東

大
池

内
研

・
阪

大
八

木
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
4月

E
-h

er
ita

ge
 P

ro
je

ct
T

a
ke

sh
i O

is
h

i
東

大
池

内
研

・
阪

大
八

木
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
4月

M
a

tc
h

in
g 

B
et

w
ee

n
 V

eh
ic

le
-M

ou
n

te
d 

C
a

m
er

a
 im

a
ge

s 
a

n
d 

D
ig

ita
l

M
a

p 
by

 u
si

n
g 

S
pa

tio
-T

em
po

ra
l F

ea
tr

ue
s

S
h

in
ta

ro
 O

n
o

東
大

池
内

研
・

阪
大

八
木

研
の

合
同

研
究

会
20

10
年

4月
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そ
の
他
の
発
表

O
bj

ec
t 

R
ep

re
se

n
ta

tio
n

 u
si

n
g 

Im
pl

ic
it 

P
ol

yn
om

ia
l a

n
d 

It
s

A
pp

lic
a

tio
n

s 
to

 O
bj

ec
t 

R
ec

og
n

iti
on

 a
n

d 
R

eg
is

tr
a

tio
n

B
o 

Z
h

en
g

東
大

池
内

研
・

阪
大

八
木

研
の

合
同

研
究

会
20

10
年

4月

R
ef

in
em

en
t 

of
 D

is
pa

ri
ty

 M
a

p 
a

n
d 

3D
 S

ur
fa

ce
 v

ia
 D

ir
ec

te
d

a
n

is
ot

ro
pi

c 
D

iff
us

io
n

A
ts

uh
ik

o 
B

a
n

n
o

東
大

池
内

研
・

阪
大

八
木

研
の

合
同

研
究

会
20

10
年

4月

D
ex

te
ro

us
 M

a
n

ip
ul

a
tio

n
 P

la
n

n
in

g 
fr

om
 D

em
on

st
ra

tio
n

 U
si

n
g

T
a

n
gl

e 
T

op
ol

og
y

P
h

on
gt

h
a

ri
n

 V
in

a
ya

ve
kh

in
東

大
池

内
研

・
慶

應
大

斎
藤

研
・

電
通

大
廣

末
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
8月

3D
 S

h
a

pe
 A

n
a

ly
si

s 
of

 I
n

tr
a

-c
la

ss
 O

bj
ec

ts
 T

h
ro

ug
h

 S
im

ul
ta

n
eo

us
N

on
-r

ig
id

 R
eg

is
tr

a
tio

n
K

en
t 

F
uj

iw
a

ra
東

大
池

内
研

・
慶

應
大

斎
藤

研
・

電
通

大
廣

末
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
8月

F
or

eg
ro

un
d 

a
n

d 
sh

a
do

w
 o

cc
lu

si
on

 fo
r 

ou
td

oo
r 

a
ug

m
en

te
d 

re
a

lit
y

Lu
 B

ou
n

 V
in

h
東

大
池

内
研

・
慶

應
大

斎
藤

研
・

電
通

大
廣

末
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
8月

E
st

im
a

tin
g 

ba
si

s 
fu

n
ct

io
n

s 
fo

r 
sp

ec
tr

a
l s

en
si

tiv
ity

 
of

 d
ig

ita
l

ca
m

er
a

s
H

on
gx

un
 Z

h
a

o
東

大
池

内
研

・
慶

應
大

斎
藤

研
・

電
通

大
廣

末
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
8月

D
ev

el
op

m
en

t 
a

n
d 

E
va

lu
a

tio
n

 o
f D

ri
vi

n
g 

S
im

ul
a

to
r 

S
ys

te
m

 b
a

se
d

on
 I

m
a

ge
-b

a
se

d 
R

en
de

ri
n

g 
T

ec
h

n
iq

ue
 u

si
n

g 
C

a
r-

m
ou

n
te

d 
O

m
n

i-
vi

de
o

R
yo

 N
a

ga
ts

uk
a

東
大

池
内

研
・

慶
應

大
斎

藤
研

・
電

通
大

廣
末

研
の

合

同
研

究
会

20
10

年
8月

H
um

a
n

 r
ob

ot
 in

te
ra

ct
io

n
 in

 a
 c

ro
w

de
d 

en
vi

ro
n

m
en

t
S

a
lm

a
n

 V
a

lib
ei

k
東

大
池

内
研

・
慶

應
大

斎
藤

研
・

電
通

大
廣

末
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
8月

V
er

ifi
ca

tio
n

 o
f r

ob
us

t 
es

tim
a

tio
n

 o
f i

llu
m

in
a

tio
n

 a
n

d 
re

fle
ct

a
n

ce
w

ith
 d

a
yl

ig
h

t 
co

n
st

ra
in

t 
w

ith
 lo

ga
ri

th
m

Y
os

h
ie

 K
ob

a
ya

sh
i

東
大

池
内

研
・

慶
應

大
斎

藤
研

・
電

通
大

廣
末

研
の

合

同
研

究
会

20
10

年
8月

S
ea

m
le

ss
 I

n
te

gr
a

tio
n

 b
et

w
ee

n
 V

ir
tu

a
l O

bj
ec

ts
 a

n
d 

R
ea

l O
bj

ec
ts

fo
r 

M
ix

ed
 R

ea
lit

y 
by

 U
si

n
g 

3D
 R

a
n

ge
 D

a
ta

Y
uk

i O
ts

uk
a

東
大

池
内

研
・

慶
應

大
斎

藤
研

・
電

通
大

廣
末

研
の

合

同
研

究
会

20
10

年
8月

R
es

a
m

pl
in

g 
S

tr
uc

tu
re

 fr
om

 M
ot

io
n

T
ia

n
 F

a
n

g
東

大
池

内
研

・
慶

應
大

斎
藤

研
・

電
通

大
廣

末
研

の
合

同
研

究
会

20
10

年
8月

A
 p

a
in

tin
g 

ro
bo

t 
us

in
g 

fe
ed

ba
ck

 fr
om

 v
is

ua
l i

n
fo

rm
a

t
io

n
A

ki
n

a
 W

a
da

東
大

池
内

研
・

慶
應

大
斎

藤
研

・
電

通
大

廣
末

研
の

合

同
研

究
会

20
10

年
8月
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受
賞

受
賞
名

授
与
機
関
・
団
体

受
賞
対
象
の
研
究
題
目

氏
名

国
内
/

国
際

受
賞
年
月

優
秀
論
文
賞

M
IR

U
20

10
非
ラ
ン
バ
ー
ト
拡
散
反
射
に
対
す
る
照
度
差

ス
テ
レ
オ

肥
後
智
昭

，
松
下
康
之

，
池
内
克
史

国
内

20
10

年
7月

学
生
優
秀
発
表
賞

日
本
音
響
学
会

F
D

T
D
法
に
お
け
る
音
源
の
指
向
性
制
御
を

用
い
た
イ
ン
パ
ル
ス
応
答
の
合
成

鹿
野
洋

国
内

20
10

年
9月

IC
R

O
S

 B
es

t 
A

pp
lic

a
tio

n
 P

a
pe

r
A

w
a

rd
 F

in
a

lis
t

20
10

 I
E

E
E

/R
S

J 
In

te
rn

a
tio

n
a

l
C

on
fe

re
n

ce
 o

n
 I

n
te

lli
ge

n
t 

R
ob

ot
s 

a
n

d
S

ys
te

m
s

C
ir

cl
e 

F
itt

in
g 

B
a

se
d 

P
os

iti
on

M
ea

su
re

m
en

t 
S

ys
te

m
 U

si
n

g 
La

se
r 

R
a

n
ge

F
in

de
r 

in
 C

on
st

ru
ct

io
n

 F
ie

ld
s

橋
本
秀
紀
，

田
村
一
，

佐
々
木
毅
，

井
上
文
宏

国
際

20
10

年
10

月

B
es

t 
P

a
pe

r 
A

w
a

rd
T

h
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